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例 口

ひみ　わきがた　うし　はな

1　本書は、平成元年度におこなった、富山県氷見市脇方字丑ケ端所在の脇方横穴群の発掘調

査報告である。

2　調査は、一般国道160号灘浦トンネル拡幅工事に先立ち、建設省北陸地方建設局富山工事事

務所の委託を受けて、氷見市教育委員会がおこなった。　　　　　　　　－

3　調査事務局は、氷見市教育委員会社会教育課に置き、課長代理　嶋　勝彦・主任　余川一

枝・主事　浦　勇仁が担当し、課長　渡連憲一が総括した。

4　調査は、氷見市立博物館学芸員（社会教育課兼務）大野　究が担当した。また調査補助員

として浦　勇仁の他に次の方々の参加を得た。小田木治太郎・山等典子・春日真実（富山大

学大学院人文科学研究科学生）、長谷川健一・清水孝之・越前慶祐・亀井　聡（富山大学人文

学部考古学研究室学生）。

5　出土した人骨については、森沢佐歳氏（富山医科薬科大学医学部第1解剖学教室助教授）

に鑑定していただいた。森沢氏にはご多忙の中、現地調査及び人骨の計測等をお願いした。

記して感謝申し上げる。

6　本書の編集・執筆は、大野　究が担当した。なお第4章については、森沢佐歳氏から玉稿

を賜った。

7　出土遺物は、氷見市立博物館が保管している。

8．調査及び本書の作成にあたって、以下の方々や機関から協力・指導を受けた。記して感謝

申し上げる（順不同・敬称略）。

湊　農（氷見市文化財審議委員・日本考古学協会貝）、斉藤道保（日本考古学協会員）、秋山進

午（富山大学人文学部教授）、宇野隆夫（富山大学人文学部助教授）、鈴木瑞治（氷見市立博物

館長）、小境卓治（氷見市立博物館主任学芸員）、清水宣英（脇方今蔵神社宮司）、谷野秀雄（地

元）、富山県教育委員会文化課、富山県埋蔵文化財センター、氷見市立灘浦中学校、氷見警察

署、建設省富山工事事務所、建設省高岡国道出張所、㈱熊谷組、泉組



目 次

第1章　調査に至る経緯

第2章　遺跡の環境

第1節　遺跡の地理的環境

第2節　遺跡の歴史的環境

第3章　調査の成果

第1節　これまでの調査

第2節　調査の概要

第3節　第3号横穴

第4節　第4号横穴

第5節　第8号横穴

第4章　富山県氷見市脇方横穴群出土人骨について

はじめに

1．第3号横穴出土人骨

2．第4号横穴出土人骨

3．第8号横穴上層出土人骨

4．第8号横穴下層出土人骨

おわりに

第5章　まとめ

第1節　脇方横穴群発掘調査のまとめ

第2節　脇方横穴群の推移

第3節　水見地城の古墳時代から古代前半期の様相

おわりに

1　　2　　2　　2

3　　4

3　　3

5　　6　　5　　5

3　　3　　4　　4

5　　64　　4

7　　34　　5

7　　05　　6

0　　16　　6



図　版　日　次

図版1　遺跡遠景・第3号横穴・第4号横穴・第8号

横穴

図版2　第8号横穴出土の状況・調査風景

図版3　出土遺物

図版4　出土遺物

図版5　出土遺物

図版6　出土遺物

図版7　出土遺物

図版8　出土遺物

図版9　出土遺物

図版10　出土遺物

図版11出土遣物

図版12　出土遺物

図版13　出土遺物

図版14　出土遺物

図版15　出土遺物

図版16　出土遺物

図版17　出土遺物

図版18　出土遺物・

図版19　出土遺物

図版20　出土遺物

挿

第1図　遺跡の位置

土器・鋼銭

人骨（1）

人骨（2）

人骨（3）

人骨（4）

人骨（5）

人骨（6）

人骨（7）

人骨（8）

人骨（9）

人骨（10）

人骨（11）

人骨（12）

人骨（13）

人骨（14）

人骨（15）

人骨（16）

人骨（17）

図　日　次

第2図　遺跡周辺の地質断面図

第3図　周辺の遺跡（1）…………………………　5

第4図　周辺の遺跡（2）…………………………　6

第5図　周辺の遺跡（3）…………………………　7

第6図　周辺の遺跡（4）…………………………　8

第7図　周辺の遺跡（5）・・…・・・…・…………‥・・：・9

第8図　周辺の遺跡（6）…………………………10

第9図　周辺の遺跡（7）…………………………11

第10図　周辺の遺跡（8）．・・…‥………・…………・12

第11図　周辺の遺跡（9）…………………………13

第12図　周辺の遺跡（10）…………………………14

第13図　周辺の遺跡（11）…………………………15

第14図　周辺の遺跡（12）…………………………16

第15図　周辺の遺跡（13）…………………………17

第16図　周辺の遺跡（14）…………………………18

第17図　周辺の遺跡（15）…………………………19

第18図　周辺の遺跡（16）…………………………　20

第19図　周辺の遺跡（17）…………………………　21

第20図　周辺の遺跡（18）…………………………　22

第21図　周辺の遺跡（19）…………………………　23

第22図　脇方横穴群の過去の出土遺物　…………　31

第23図　調査横穴の位置　…………………………　32

第24図　氷見警察署の立合い　……………………　33

第25図　富山医薬大森沢助教授の調査　…………　33

第26図　第3号横穴実測図　………………………　34

第27図　第4号横穴実測図　………………………　35
1

第28図　第8号横穴実測図　………………………　37

第29図　第8号横穴出土土器実測図　……………　38

第30図　第8号横穴遺物出土状態実測図（1）…　39

第31図　第8号横穴遺物出土状態実測図（2）…、41

第32図　第8号横穴遺物出土状態実測図（3）…　43

第33図　第8号横穴遺物出土状態実測図（4）…　44

第34図　第8号横穴上層の人骨（1）……………　50

第35図　第8号横穴上層の人骨（2）……………　51

第36図　第8号横穴下層の人骨　……………‥・

第37図　脇方横穴群各横穴の構造　…………‥・

第38図　水系ごとにみた氷見地域古墳時代から

古代前半期の様相　…………………‥・

第39図　字波古墳出土遺物実測図　…………‥・

表　　日　　次

第1表　氷見市内の遺跡

第2表　出土銅銭一覧

第3表　氷見市内所在古墳



第1章　調査に至る経緯

海岸線を沿うようにして氷見市を南北に縦断する、一般国道160号は、氷見市にとって主要な

生活道路のひとつであると共に、産業・観光道路としても重要な位置を占める大動脈である。

特に海岸線北半の灘浦地区は、断崖が海岸に迫り出す地形であり、道路が整備されるまでは交

通の難所であった。

灘浦トンネルは昭和33年10月の国道改修に際し着工され、翌年に完成している。トンネルは

延長126m、幅員5．5mであるが、旧道路構造令によって築かれているため、歩道が設置されて

おらず、またカーブもきつく見通しが悪いため、早急な改修が望まれていた。そこで昭和62年、

度に建設省は、灘浦トンネル拡幅の計画を発表し、翌年秋から工事に着手することが決定した。

トンネルの脇方側には、周知の遺跡である脇方横穴群が所在しており、工事によりその一部

が破壊される恐れがあった。そこで市教育委員会では昭和62年秋に建設省と協議をおこない、

（1）覆土のため横穴の規模が不明である。（2）工事の影響により横穴内で落盤の危険がある。（3）工

事の途中で設計変更の可能性がある。ということから、トンネルに接近している3基の横穴を

事前調査して、記録保存することになった。

第I図　遺跡の位置

－1－



第2章　遺跡の環境

第I節　遺跡の地理的環境（第2図参照）

氷見市は富山県の北西部に位置し、能登半島の基部東側にあたる。市城は、市の南西方面に

そびえる標高637mの宝達山を起点として、北東方向にのびる宝達丘陵と、東方向にのびる二上

丘陵の、二つの丘陵にとり固まれた一帯である。宝達丘陵は、氷見市と石川県との境界線をな

しながら石動山に至り、これより石動山丘陵となって崎山半島を走り、海岸線に達している。

一万二上丘陵は、氷見市と西砺波郡福岡町・高岡市との境界線をなして、次第に低くなりなが

ら海老坂峠に達し、ここからは標高が高くなり、二上山ブロックとなり、その先端は海岸に急

斜している。氷見市は、これらの丘陵から派出する小丘陵により、西条・十三谷・上庄谷・余

川谷・八代谷・灘浦の6つの地域に分けられている。また市の東側は富山湾に画し、約20kmの

海岸線の北半分は断崖、南半分は砂丘である。

灘浦海岸は露岩状況が良好であ生海水面から20～25mの急崖からなる海触崖がほぼ連続す

ると共に、その上方部に平担地が分布している。この平担地形は海触による侵食と考えられ、

被覆部はほとんど存在せず、表土下にはすぐ風化岩が分布している。

遺跡周辺に分布する地質は、新第3紀鮮新世氷見累層薮田シルト岩層であり、東～南東方向

に10。程度の緩い傾斜となっている。横穴群はこのシルト岩層のうちの、主に硬質砂岩シルト

岩層に築かれている。

横穴群の所在する丘陵は、標高48．7mの地点を最高に海岸に急斜しており、その上面は山林・

畑地として利用されている。またその最高地点近くに今蔵神社が、海岸に突き出た地点に同社

摂社魚取社が鎮座している。さらに横穴群の南西部には字波川が流れ、その河口付近に現在の

宇波・脇方集落が所在しており、河口左岸には字波漁港が立地している。字披・脇方は古くか

らの氷見の漁業の拠点のひとつである。

一方、丘陵の北側は小境集落にあたり、小境側の丘陵先端には朝日神社が鎮座する。この社

叢はタブノキを中心とした照葉樹林であり、県の天然記念物に指定されている。小境周辺の沿

岸には小規模ながらも砂浜がみられ、．夏場は海水浴場となっている。

篇2節　遺跡の歴史的環境（第3－21図・第1表参照）

これは氷見市全体にいえることであるが、発掘調査例が少なく、系統だった分布調査もおこ

なっていない現状では、歴史的環境の把握は非常に断片的なものであるといわざるをえない。

市立博物館・市教育委員会では昭和58年に遺跡地図を発行しているが、これも開発行為により

偶然周知しえた遺跡を中心に、編集せざるを得なかったものである。第3～21図はこの遺跡地

図にその後周知した遺跡を加えて作成したものである。以下灘浦地域を中心に記述していく。

縄文時代：字披叩可口から約21im南の海岸近くに泊洞穴遺跡（9）がある0昭和42年に湊

島・林　夫門両氏が人骨の頭部と肋骨の一部を採集し、この人骨は小片　保氏らが形態学的比

ー2－
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較分析により縄文時代早・前期のものと推定している。一方松浦秀治氏は理化学検査により高

いフッ素含量値を検出し、更新世末期にまで遡る可能性を指摘している。

確実な縄文時代の遺跡としては、中期～晩期の大境洞窟遺跡（5）がある。大正7年に東京

帝国大学人類学教室が中心となって発掘調査をおこない、県内で初めての学術調査、また日本

で初めて発掘された洞窟遺跡として著名である。確認された6層の地層のうち、最下層．（第6

層）から縄文中期中葉～後期前葉の、第5層から縄文晩期後某の遺物が出土している。この他

の遺跡としては、海岸部に中波貝塚（1）・虻ケ島遺跡（3）・薮田遺跡（114）、丘陵部に長坂貴

船遺跡（10）・楯鉾神社遺跡（111）がある。

弥生時代：前述の大境洞窟遺跡第5層から中期初頭、第4層から後期～終末期の遺物が出土

している。また薮田遺跡からも終末期の土器が出土している。

古墳時代：灘浦地域の古墳では宇波古墳（8）が古くから知られている。明治33年に人骨1

体分・鉄刀・須恵器が出土してお生　6世紀中～後葉と推定している。この他の古墳としては

脇方十三塚古墳群（135）・態野神社古墳群（112）がある。集落と推定できるのは前述の薮田遺

跡であり、TK－47に比定できる須恵器が出土している。また九殿浜遺跡は6世紀末～7世紀
註1

初めの製塩遺跡であり、同様の製塩土器は大境洞窟・薮田遺跡からも出土している。横穴は脇

方横穴群（6）の他に、薮田薬師横穴群（144）・阿尾瀬戸ヶ谷内横穴群（22）がある。

古代：薮田遺跡から8世紀～9世紀初めの須恵器が出土している。

中世：灘浦地域の中世の遺跡で、数多く確認されているのは墓地である。このうち長坂ソウ

ト遺跡（126）・脇中世墓群（124）・戸津宮中世墓群（217）は珠洲陶器を蔵骨器に使用している。

また薮田薬師中世墓では、古墳時代の横穴を改変して石造物・土師器・銅銭・火葬骨を納めて
註2

いる。この他にも中世と推測する石造物が数多く残っている。当地城でこのように中世の遺跡

が多い理由のひとつとして、背後にそびえる石動山の影響が考えられる。

近世に比定できる考古資料は今のところない。

このように灘浦地城は氷見市の他の地域と比較して、周知の遺跡が非常に少ない。これはこ

の地域における開発行為が今まで少なかったためと受け取れよう。しかし薮由地区背後の丘陵

にゴルフ場の建設が進められているように、海岸部を中心に今後開発が増加していくと推測で

きる。氷見市の他の地域とともに詳細な分布調査による遺跡の把握と、その保護対策が急務に

なっている。

註1：岸本雅敏1983　「富山県における土器製塩の成立と展開」『北陸の考古学』石川考古

学研究会

註2：氷見市教育委員会1984　『富山県石動山信仰遺跡遺物調査報告書』

氷見市立博物館1985　『氷見の石造美術一石動山山麓を中心として－』
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第17回　周辺の遺跡（15）



第I8図　周辺の遺跡 （16）　2D
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第I表　氷見市内の遺跡

登
録
番
号

地
図
番
号

遺　 跡　 名 所　 在　 地 時　　　 代 主 な 出 土 遣 物 備　　　　 考 主 な文献
県
番
号

1 5 A 中波貝塚（女良貝塚）中波455 縄文 中期 ほぼ消滅 32 ．49 1

2 5 A 夜　　 城 中田 室 町 滑石製義歯 44 12

3 5 A 虻　　 が　　 島 姿字浜898 縄文後期 49 3

4 5 A 九　　 殿　　 浜 姿字九殿 古墳～奈良・平安 須恵器・土師器・製塩土器 ほぼ消滅 49 ．58 4

5 5 A 大　 境　 洞．窟 大境字駒首 縄文 中期⊥中世

縄文土器、弥生土

器 、須恵器、土師器、

中世陶器、人骨 ・獣

骨 、石棒 、骨角器

2－11．15．

17．24 ．28．

32．35 ．40．

47．49．56

5

6 5 B 脇 方 横 穴 群 脇方字丑が端 古墳
直刀 、須恵器、管玉、

切子玉、人骨
8 基以上

31．39．

43．47．98
6

7 4 B 字 披 庚　 申 塚 字 波 ほぼ消滅 7

8 5 B 字　 波　 古　 墳 字 波神社境内 古墳
人骨一体分、直刀

提瓶 ・旭 －

ほぼ消滅

石室石材同社境内に有
1．43．47 8

9 4 A 泊　　 洞　　 窟 小杉 縄文早～前期 人骨 ・土器片 69．84．96 9

10 4 A 長　 坂　 貴　 船 長坂字前田 純文 中 ・後期 縄文土器、石鉄・石斧 一部現状保有 49 ．7 2 10

11 3 A 荒　　 山　　 砦 小滝字奥山割 室町 44 ．78 11

12 3 A 尾端城 （尾花城）村 木 伝承地 44 12

13 4 A 白　　 河　　 城 白川字 出崎出 室町 44 13

14 3 A 磯　 部　 明　 円 磯辺北山1553－57 縄文 縄文土器 ・石器 47 14

15 2 B 一　 勿u　前　 田 一勿り字前田2362 純文 中 ・後期
縄文土器、石鉄、

石斧、塊状耳飾
39 ．47 15

16 2 B 懸 札 上　 ノ　前 懸札字上 ノ前767 縄文 中期 縄文土器 47 16

17 2 B 懸．札 宮 が 谷 内 懸札字宮が谷内626 縄文後 †晩期 縄文土器、石鉄、石斧 47 17

18 3 B 高　　　　　 塚 余 川字片畑 城址伝承地 44 18

19 3 B 森寺城 （揚 山城）森寺城 山 室町 S 48 ．1．30市指定 44 ．6 1 19

20 3 B 海老瀬城（月夜城）釧 字田地・森寺字海老瀬室町 44 20

21 3．4B 指 崎向山古墳群 指崎字向山30他 古墳
13号墳出土遺物

直刀．管玉

13基以上　 S 24 ．

群中 の1基（13号 ）‾

発掘調査 、木棺、

礫床

29 ．47 21

22 4 B 阿尾瀬戸が谷内横穴 阿尾瀬戸が谷内他 古墳 人骨 消滅 か 亨． 47 22

23 4 B 呵　　　　　 尾 阿尾543～4 古墳初期 阜師器 20 ．47．49 23

24 4 B 珂尾城山横穴群 阿尾城山4の1 阿尾519 古墳 提瓶、腺、金環、刀子 4 基以上 ・ 31．47 24

25 4 B 阿　　 尾　　 城 阿尾字城山 室町 珠洲焼・土師器など S 40 ．10 ．1県指定 22．27．44．65 25

26 4 B 三　 角　 山　 城 阿尾字島尾 44 ．102 26

27 2 B ノ　　 瀬 一 ノ瀬番場 縄文後期 縄文土器 、石斧 ほぼ消滅 39．47．67 27

28 4 B 稲 積 三 ツ 屋 前 稲積三ツ屋前 奈良 ・平安

29 4 B 城　　 が　 峯 稲積城が峯 城址伝承地 44

30 3 B 禾　 谷　 城 稲積字木谷 44 30

3 1 3 C 加 納 中程 経 塚 加納字中程 31

32 3 B 加 納 横 穴 群 加納字蛭子 古墳

須恵器杯 、提瓶、高

杯、趣 、台付長頸壷 、

横瓶 、刀子 、金環、勾

玉、切子玉 、管玉、小

玉、人骨

56基以上

群中4‘基が発掘調査

（S 24 29）

S 48 ．3 ．10市指定

12 ．31 ．

37 ．48 ．

51 ．52 ．

63 ．76

32

33 3 B 中　　 村　　 城 中村字粟屋 山 室町 44 33

34 2 C 小久米番場谷内 小久米字番場谷内 奈良 ・平安 ・江戸 須恵器、土師質骨婆 消滅

35 2 B 谷　　 屋　　 A 谷屋 奈良 ・平安 35

36 2 C 小　 久　 米　 －B 小 久米 詳細．不明

37 2 C 中村天場山古墳 中村字天場 山 古墳

38 3 B 余　 川　 片　 畑 余．用字片畑 古墳 須恵器鯵 100

39 3 C 泉 中　尾 廃 寺 泉字寺尾 金銅仏 97 39

－24－



40 3 C 領　　 毛　　 A 泉字領毛 縄文 ～古墳 石器、須恵器、土師器

41 3 C 領　　 毛　　 B 泉字領毛 古墳 須 恵器、土師器

42 3 C 泉　 古　 墳　 群 泉字領毛 古墳 須 恵器 、直刀、玉類

20基以上

群中3基（鶴塚・鶏

塚・猫塚）が大正年

間に発掘されてい

る。

47

40

4 1

4 2

43 2 C 小　 久 ’米　 A 小久米字諏訪平 礼文～奈良・平安 77．82

44 2 C 小　 窪　 瓦　 窯 小窪 奈良 平瓦 、丸瓦 ？
小窪廃寺出土品と

同質、同型
38．88 44

45 2 C 小久米A 古墳群 小久米 古墳 2．基以上 77

46 2 C 小浦城 （池田城）小久米字池田 室町 44．101．103

47 3 B 余 川 寺 ケ 谷 内 余川字寺ケ谷内 古墳 ～室町 須恵器、土師器、珠洲焼 60．100

48 3 C 中 尾 横 穴 群 中尾字寺尾 古墳 48

49 3 C 中尾 新 保 谷 内 中尾字寺尾 奈良・平安 49

50 3 －C 千　 久　 里　 城 中尾字萱戸 44．103 50

51 3 C 沖　　 布　　 A 沖布字引畑 弥生後期～奈良・平安 弥生土器、土師器、須恵器 37．47 51

52 3．4 C 鞍　 川　 金　 谷 鞍川川下 縄文 中期～古墳
縄文土器、弥生土器

土師器、須恵器
47．67

53 4 C 上 目寺 中世墓群 朝 日本町16－8 鎌倉初期～室町後期 珠洲焼、壷、要、片口鉢 41 53

54 4 C 朝　 日 ‾水 源 地 朝 日丘 縄文後 ・晩期 縄文土器、石器 48 54

55 4 C 朝 日長 山 古 墳 朝日本町（長山）708 古墳（6世紀前葉）

須 恵器 、土師器 、直

刀、鉄鉾、杏葉 、冠

帽片 、管玉、埴輪

消滅
36．47

57．79
55

56 4 C 朝　 日　 貝　 塚 朝 日丘151－154
縄文前期～晩期

弥生～奈良・平安

縄文土器、弥生土器、

土師器、須恵器、石斧、

石錬、石棒 ・石冠、土

偶、骨角器、人骨、獣骨

大正1・1年国指定

13．14．16．18

21．23．26．30

33．34．40．47

49．70．80．81

87

56

57 4 C 岩　　　　　 上 伊勢大町、本町 縄文 ～中世

縄文土器、土師器 、

須 恵器、石錬 、石 包

丁 、土師質塔 片

25．70 57

58 4 C 伊勢玉神社中世墓群伊勢大町1丁目9 鎌倉 、室町 珠洲焼 ・ 58

59 4 B 稲 積 三 屋 野 栄町 奈良・平安～中世 須恵器、土師器、珠洲焼 ほぼ消滅

60 4 C 柳　　　　　 田 柳田2944他 弥生後期～古墳 弥生土臥 土師器、須恵器 42．47 60

61 4 C 窪　　 経　　 塚 窪 消滅 61

62 3 C 荒　　 館　　 A 十二町荒館 城郭伝承地 62

63 3 C 万　　　　　 尾 万尾字二俵 目 弥生～古墳 63

64 3 C 坂　 津　 横　 穴
十二町坂津字

新が谷内
古墳

須恵器、土師器、直刀、

金環、銀環、人骨
36基以上 1．31．47 64

65 3 C 久　 津　 呂　 城 下久津呂字城 伝承地 103 65

66 3 C 上 久 津 呂　 A 上久津呂字前田 古墳～奈良・平安 須 恵器 、土師器 50 66

67 2 C 鉾　 根　 経　 塚 鉾根 詳細不明 67

68 2 C 桑　 ノ　院 青 谷 桑 ノ院字書谷 縄文 中期 47 68

69 2 C 久　 目　 経　 塚 久 目 69

70 3 B 稲 積 西 ケ 谷 内 稲積 西ケ谷内 奈良 ・平安 須 恵器、土師器 62．91．100

71 3 C 上久津呂ゴタンダ山上久津呂ゴタンダ山縄文 、古墳 石斧 、土師器

72 3 D ツ　　 城 仏生寺字脇ノ谷内 伝承地 72

73 3 D 惣　 領　 古　 墳 惣領字紅地平1番地 古墳（6世紀後菓）
直刀 、．刀子 、管玉 、

須 恵器
4 7 73

74 3 D 神　 代　 羽　 連 神代字羽連99 縄文～奈良・平安 石斧、土師器、須恵器 47 74

75 3 D 飯　 久　 保　 城 飯久保字向山 室町 4 4．103 75

76 3 C 布 施 八 ケ　 田布施 八ケ田 縄文後期 縄文土器 76

77 3 D 矢 ノ 方 一 丁 目 矢ノ方一丁 目380 古墳初期 土師器 旧矢 ノ方一丁 田 4 7 77

78 4 D 堀 田 大 久 前 堀田字大久前 古墳～奈良・平安 須恵器、土師器

詳細不明

66．94 78

79 4 C 馬　　 乗　　 山 堀田山ノ越2－5 古墳初期 94 79

80 4 C 大　　　　　 浦 大浦 弥生 詳細不明 80

－25－



81 4 C D 四　　 十　　 塚 下田子字四十塚1220
純文中～晩期

奈良 ・平安

縄文土器 、土偶、石

器、須恵器、土師器
消滅

39．47

53．94
81

82 4 D 多　　 胡　　 城 下田子字四十塚 消滅 94．103 82

83 4 D 田　　　　　　 子 下 田子字瓦場 奈良 ・平安 須恵器 ．94 83

84 3 D 惣　　　　　 領 惣領 古墳～奈良・平安 須恵器、土師器、馬歯

85 4 C 朝　 日　十 字 路 朝 日丘 中世 宗・明銭等6，484枚

86 4 D 堀 田ワタリウエ 堀田字ワタリウエ 古墳～中世 須恵器、土師器、珠洲焼 旧堀 田西谷内 94

87 4 C 上 ・　　　 泉 上泉 古墳～中世 須恵器 、珠洲焼

88 4 B 阿 尾 島 田 阜 阿尾字島田 古墳～中世
須恵器 、土師器、珠

洲焼、土師質土器
102

89 4 B 山　　 崎　　 城 阿尾 ・薮田 102

90 2B C 中村粟屋古墳群 中村字粟屋 古墳 6 基以上

91 2 BC 谷　　 屋　　 B 谷屋 古墳 子持勾玉、施 54

92 3 C 沖　　 布　　 B 沖布 奈良 ・平安 須恵器 、‘土師器

93 3 B 稲　 積　 後　 池 稲積字西谷内 縄文前期 縄文土器 100

94 2 C 小　 窪　 廃　 寺 小窪字塔 のすま 奈良 平瓦、丸瓦、礎石 38．89

95 4 A 八 代 仙 行 場 跡 角間字八代仙 78 ・

96 4 C 比　　 美　　 浜 比美町 二次的散布地

97 4 C 鞍　 川　 寺　 田 鞍川字寺 田 縄文後期 縄文土器 消滅 52

98 4 D 堀田ナンマイダ松古墳 堀 田字藤塚 中世墓か ？ 94

99 3 B 稲　 積　 前　 田 稲積字前田 古墳 ～平安 須恵器、土師器、管玉 62 ・

100 3 C 坂　　　　　 津 十二町坂津 平安 ・鎌倉 土師器 、中世 陶器

101 3 B 七　　 分 七分一 古墳 須恵器 、土師器

102 3 B 余 川 親 ケ 谷 内 余川字親 ケ谷内 奈良 ・平安 須恵器、土師器 60．100

103 3 B 余 川 海 老　 田 余川字松木 奈良 ・平安 須恵器、土師器 60．100

104 3 B 余 川 一古 寺 谷 内 余川字田地 中世 珠洲焼 6 0 ・

105 4 B 指 崎 五 反　 田 指崎字五反 田　－奈良 ・平安 須恵器、土師器

106 3 C 荒　　 館　　 B 十二町荒館 縄文 ・鎌倉 石斧、瓦器

107 4 C 諏　 訪　 野　 A 諏訪 野 奈 良 ・平安 須恵器⊥土師器

108 4 C 諏　 訪　 野　 B 諏訪野 中世 土師質土器

109 4 C 加　 納　 金　 宮 栄町 土師器

110 4 B 阿 尾 島　 田　 B 阿尾字 島田 中世 珠洲焼、土師質土器

111 4 A 楯　 鉾　 神　 社 白川 縄文後期 縄文土器」石斧、石鎌

112 4 B 熊野神社古墳群 宇披吉 田567 古墳、中世 群中1基は中世墓 ？

113 3 C 上 久 津 呂　 B 上久津 呂 奈良 ・平安 土師器

114 4 B 薮　　　　　 田 薮田竹の越297．298 縄文～奈良・平安 縄文土器、須恵器、土師器

115 4 C 十二町潟排水機場 窪 純文前期 縄文土器、石錬、石錘 71．73．95

116 4 ° 小 竹 摩 頂　 山 小竹 室町 宗 ・明銭等 389枚 3 2

117 3 B 磯辺神社 中世墓 磯辺 中世 珠洲焼

118 3 B 余 川　 川　河 床 余川 縄文・古墳・古代 須恵器、縄文土器 A ～C 地点 60．－100

119 3 B 余　 川　 市　 谷 余川市谷・ 古代 100

120 3 C 中 尾 ガ メ　山 中尾字茅戸 鎌倉 唐 ・宗銭等1，794枚・ 7 5

121 2 C 新　　 保　　 城 新保城 ケ峯

122 4 B 八　　 代　　 城 北八代城ケ峰 伝承地

123 3 B 余　 川　 谷　 村 余 川谷村 古代 100

124 5 A 脇　 中 世 墓 群 脇少彦名神杜境内 中世 珠洲焼聾 、石塔

125 ．3 D 石　　　　　 崎 堀田一の坪2，312他 奈良・平安中世 須恵器、土師器、珠洲焼 64

126 4 A 長 坂　 ソ　ウ ト長坂字山田ソウト 中世
珠洲焼蛮 2．人骨2

宗銭 3 枚 、五輪塔
78

127 2 D 御林山（鞍骨山）城 鞍骨 室町 101．103

128 3 D 惣　　 領　　 砦 惣領 室町 103

129 2 D 仏 生 寺 城 山 仏生寺上中

130 3 D 惣　　 領　　 B 惣領 古墳～奈良・平安 須恵器 、r土師器

131 2 C 新 保 横 穴 群 新保字後山 19

132 4 B 指 崎 諏 訪 野 指崎字諏訪野 中世 土師質土器

133 4 C 蓮乗寺中世墓群 朝日本町（庚申塚） 中世 珠洲焼、五輪塔、板碑

134 4 C 朝 日潟山古墳群 朝 日丘（潟山） 古墳
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135 5 B 脇方十三塚古墳群 脇方 ・小境 古墳 土師器

136 5 B 宇　 波 ．洞　 窟 宇波一石山 土器片

137 3 B 磯 辺　 中 世 墓 磯辺 中世 珠洲焼 －

138 3 C 鞍 川 A 中世 墓 鞍 川 中世 珠洲焼

139 4 C 鞍 川 B 中世 墓 鞍 川 中世 珠洲焼

．140 4 C 朝 日谷 内横 穴 幸町 古墳 68

141 2 C 谷　　 屋　　 C 谷屋 古代 須恵蒜

142 3 C 竹 里　 山．岩 屋 中尾 中世 石造不動 明王像 護摩壇 有 り

143 3 D 光西寺 山古墳群 神代 ・飯久保 古墳 94

144 4 B 薮 ‘田　 薬　 師 薮田字薬師 古墳 ・中世

須恵器 ・鉄 刀 ・土

・師器 ・人骨 ・石造
物 など

横穴 と中世墓 ・ 83

145 4 C 御　　 座　　 町 伊勢大町

146 2 C 久　 自　 覚　 地 久 自覚地 古代 須 恵器 101

147 2 C 久　 日　 干　 元 久 日干元 古墳 土師器 101

148 2 C 触　 坂　 広　 瀬 触坂広瀬 縄文 ・古墳 ・古代
縄文土．器 ・土師器

・須恵器‘
墨書土器 59 ・10 1

149 2 C 堂 谷 ’山 古 墳 触坂 古墳 59 ・10 1

150 3 B 加納蛭子山古墳群 加納蛭子 山 古墳 76

151 4 C 園 カ ン デ 窯 跡 園カンデ 古墳 須恵器 93

152 4 C 園　　 長　　 提 園 鉄棒

153 4 C 柳　 田　 沖　 宮 柳田沖 宮 鉄棒

154 4 D 堀　　 田　　 城 堀田 中世 92・94・103

155 2 C 桑　 院　 金　 山 桑院 鉄棒

156 3 B 柿 谷 椎 木 出 柿谷 鉄棒

157 2 C 久　 目 安 楽 寺 久 目安楽寺 古代 須恵器 101

158 3 C 上 久 津 宮　 C 上久津呂 中世 珠 洲

159 1 D 土　 倉　 稲　 村 土倉 縄文 石器 101

160 4 B 泊　　 馬　　 当 泊 塚

161 4 B 字 ＿　波　 高　 坂 字披 炭焼窯か

162 2 C 田　 江 ．大　 畠 田江 縄文 縄文土器 90

163 4 C 七　　 軒　　 町 幸町 縄文 縄文土器

164 2 C 速川神社古墳群 早借 ・新保 古墳

165 2 C 早借ヤワタ古墳群 早借 古墳

166 4 C 大　　　　　 浦 大浦 詳細不明

167 2 C 久 目 トリノマエ 久 目 古代 ・中世 須恵器 ・珠洲 101

168 4 D 堀　 田　館　 ノ　山 堀 田 塚 94

169 3 D 神　　 代　　 城 神代 ノノ山 中世 94 ・103

170 2 C 久　 自　 浄　 仙 久 目 中世 珠洲 101

171 4 D 堀田ニキ象山古墳群 堀 田 古墳 94

172 2 C 新保円 山古墳群 新保 ・上田 古墳 土師器

173 2 C 小久米 B 古墳群 小久米 古墳

174 2 C 田　江 古 墳 群 田江 古墳

175 2 C 日名 田古 墳 群 日名 田 古墳

176 1C ．D 一 の島（岩瀬 ）城 一 の島 中世 10 1・103

177 3 B 中 村 横 穴 群 中村 古墳

178 4 D 堀　 田　東 谷 内 堀 田 詳細不 明

179 4 D 堀　 田　 ガ ス　 山 堀 田 詳細不 明

180 2 C 久 目梨谷古墳群 久 目 古墳 10 1

181 4 B 阿 尾 島 尾　 A 阿尾字 島尾 経文・古代～近世 須恵器 ・珠洲 102

182 4 B 阿 尾 島 尾　 B 阿尾字 島尾 縄文・古代～中世 縄文土器 ・須恵器 102

183 4 B 阿尾瀬戸 ヶ谷内 阿尾 縄文 縄文土器 102

184 3 D 神代 テラヤ シキ 神代 中世 珠洲

185 3 D 堀 田モ リノ田塚 堀 田 ヰ 世 珠洲 消滅

186 2．3C 高　 松　 城　 跡 栗原 ・上 田 中世 103

187 3 C 中　 尾　 山　 田 中尾字谷内 古代 須恵器 炭焼窯か

1お 3 C 泉　　　　　 ‾A 泉 古代 須恵器
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189 3 C 泉　　　　　 B 泉 古代 ・中世 須恵器 ・珠 洲

190 4 C 鞍 川　諏 ．訪 杜 鞍川 中世 珠洲

191 3 B 柿　 谷　 大　 口 柿谷 中世 珠洲

192 3 C 荒 館　 ソ　モ　 ギ 荒館 中世 珠洲

193 2 C 早 借 サ　 オ タ 早借 土師器

194 3 C 加　 納　 桜　 打 加納 詳細不明

195 3 D 神 代 ハ タケ ダ 神代字羽連 中世 土師器

196 1 C 岩　 瀬　 番　 畑 岩瀬 縄文 ・弥生 石器 101

197 1 C 岩 瀬 谷 内 の 前 岩瀬 純文 ？ 101

198 1 C 老　 谷 滝 の 上 老 谷 縄文中期 縄文土器 101

199 1 C 老　　　　 ・谷 老 谷 中世 館跡か 101

200 1 D 土 倉ゴマ ジマナ 土 倉 細文 石器 10 1

201 2 C 見 内 モ リ ヒサ 見内 縄文 詳細不 明 10 1

202 2 C 久　 目　 梨　 谷 久目 中世 珠洲 10 1

203 2 C 久　 目　 朴　 木 久目 古代 ・中世 須恵器 ・珠洲 10 1

204 2 C 久　 目　 大　 坪 久目 近世 越中瀬 戸 10 1

205 2 C 久　 目　 大　 町 久目 古代 ・中世 須恵器 ・珠洲 10 1

206 2 C 久 目 ゾ ウ ダ ナ 久 目 古墳 ・古代 須恵器 10 1

207 2 C 久　 自 乗 の 木 久 目 古代 ・中世 須恵器 ・珠洲 10 1

208 2 C 久 日子 浦 谷 内 久 目 中世 珠 洲 101

209 3 B 余　 川　 善　 名 余川 中世 珠 洲 100

210 4 C 朝　 日　 橋　 詰 朝 日本町 中世 五輪塔 など 85

211 3 C 大　　 野　　 沢 大野 （沢） 縄文 ・古代 石斧・土師器・須恵器 45

212 3 C 上 ．田　 南　 儀 上田 縄文 ・古代 経文・土師器・須恵器

213 2 C 滝　　 尾　　 山 早借 中世 土師器 ・珠洲 ．寺院跡か 90

214 3 C 上　　 田　　 A 上田 古代 須恵器

215 3 C 上　　 田　　 B 上田 土師器 ・賜杖

216 3 B 柿谷土谷山古墳群 柿谷 古墳 鉄刀 ・鉄鉄 ・土器 45

217 4 A 戸津宮中世墓群 戸津宮 中世 石造物 ・珠洲 78

218 4 A 長 坂 行　 大 塚 長坂 中世 石造物 78

219 4 C 朝　 日　 山　 砦 幸町 中世 103

1　富山県氷見郡役所

2　上田三平1918

3　柴田常恵1918

4　松村　瞭1918

5　松村　瞭1918

6　阿部余四男1919

7　小金井艮精1919

8　小金井良精1920

9　佐藤伝蔵1920

10　大村正之1921

11大村正之1922

12　大村正之1923

氷見市遺跡地図参考文献

1915　『古墳二関スル調査』（行政資料）

「越中氷見郡大境洞窟内の弥生遺跡」『歴史地理』32巻4号

「越中国氷見郡字波村大境の白叫杜洞窟」『人類学雑誌』33－7

「越中大境洞窟内発見の人骨」『人類学雑誌』33－7

「新発見の洞窟内遺跡」『教育画報』7－1

「越中氷見洞窟の獣骨の一部」『人類学雑誌』34－10

「日本石器時代人の歯牙を変形する風習について」『人類学雑誌』34－11～12

「日本石器時代の赤き人骨について」『人類学雑誌』35－11－12

「地学上より見たる越中氷見の洞窟」『地学雑誌』32－177

「石器時代及古墳時代遺跡」『富山県史蹟名勝天然紀念物調査会報告』第2号
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「氷見郡加納村加納横穴群」『富山県史蹟名勝天然紀念物調査会報告』第4号

13　大村正之・林喜太郎1924　「朝日貝塚発掘調査報告」『富山県史蹟名勝天然紀念物調査会報告』第6号

14　岡本規矩男・大井敏雄・二井一馬1927　「越中氷見朝日貝塚人骨発掘予報」『人類学雑誌』42－3

15　後藤守一1927　「大境洞窟」『日本考古学』16

16　柴田常恵1927　「石器時代住居址概論」『石器時代の住居址』

17　長谷部言人1927　「大境洞窟の遺跡に就て」『先史学研究』

18　林喜太郎1927　「朝日先住民族遺跡」『富山県史蹟名勝天然紀念物調査会報告』第8号
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19　林喜太郎1930

20　林喜太郎1930

21大村正之1932

22　九里愛雄1932

23　嶋尾正一1937

24　早川荘作1937

25　湊　　農1937

26　片山逸郎1938

27　嶋尾正一1940

28　早川荘作1940

29　嶋尾正一1950

「熊無村横穴古墳」『富山県史蹟名勝天然紀念物調査報告』第10号

「阿尾城馳付近史蹟」『富山県史蹟名勝天然紀念物調査報告』第10号

「朝日貝塚東方湊川沿岸の発掘物」『富山県史蹟名勝天然紀念物調査会報告』第12号

r阿尾城旺」『富山県史蹟名勝天然紀念物調査会報告』第12号

『郷土史料一朝日貝塚の土器紋様』

「越中大境洞窟発見の鋼鉄」『中部考古学会菓報』4月号

「越中国氷見町岩上発見石包丁」『中部考古学会菓報』3月号

「朝日貝塚人上肢骨の人種解剖学的研究」『金沢医科大学解剖学業績』第31冊

「阿尾城旺」『富山県史蹟名勝天然紀念物調査報告』第14号

「越中における弥生式文化の遺物について」『富山県史蹟名勝天然紀念物調査報告』

第14号

『阿尾村の指崎古墳－その発掘について－』氷見郷土学会

30　富山県史蹟名勝天然紀念物調査会・富山考古学会1950　『史蹟朝日貝塚第3回発掘報告』

31富山県立氷見高等学校歴史クラブ1950　『富山県氷見地方横穴古墳調査報告書』

32　富山県立氷見高等学校歴史クラブ1951『昭和25年度研究調査報告集』

33　林　夫門1951「朝日貝塚の自然遺物」『大境』第1号

34　湊　　農1951「朝日貝塚遺跡内の泥炭地包含層」『大境』第1号

35　嶋尾正一1952　「大境の洞窟遺跡」『富山教育』45～48号

36　富山県立氷見高等学校歴史クラブ1952　『朝日長山古墳発掘調査報告書』

37　富山県立氷見高等学校歴史クラブ1955　「加納横穴古墳発掘報告」「沖布遺跡発掘報告」『氷見高校歴

史クラブ報告書No．5』

38　橋本芳雄1955　「小窪廃寺の心礎と瓦窯址」『越中史壇』窮5号

39　富山県立氷見高等学校歴史クラブ1956　『昭和30年度調査報告集』

40　氷見市文化財保存会1957　『大境洞窟遺跡と朝日貝塚』

41柳原龍寛1957　「火葬墳墓信仰と北陸地方出土須恵器骨壷考」『越中史壇』第12号

42　富山県立氷見高等学校歴史クラブ1958　『柳田遺跡調査報告書』

43　清水一布1960　『灘浦誌』

44　富山県立氷見高等学校歴史クラブ1961『故郷の城址』

45　上庄村史編纂委員会1963　『上庄村史』

46　氷見市史編修委員会1963　『氷見市史』

47　富山県立氷見高等学校歴史クラブ1964　『富山県氷見地方考古学遺跡と遺物』

48　富山県立氷見高等学校歴史クラブ1966　「朝日水源地遺跡調査報告」「加納西第22・23号横穴古墳発掘

報告」『氷見高校歴史クラブ報告書No．12』

49　湊　　農1966　「氷見海岸の人文景観と文化財」『氷見海岸二上山学術調査書』

50　湊　　農1969　「氷見市上久津呂遺跡」『富山考古学会連絡紙』33

51加納史話編集委員会1970　『加納史話』

52　斉藤道保1970　「富山県氷見市加納西第22・23号横穴」『日本考古学年報』18

53　湊　　展1970　『四十塚遺跡緊急発掘調査と埋蔵文化財の破壊』（パンフレット）

54　西井龍儀1971「氷見市谷屋発見の子持勾玉」『考古学ジャーナル』No．54

55　富山県1972　『富山県史』考古編

56　氷見市教育委員会1972　『大境の洞窟遺跡－その保護』

57　氷見市教育委員会1973　『富山県氷見市朝日長山古墳調査報告書』

58　氷見市教育委員会1975　『富山県氷見市九殿製塩遺跡調査報告書』

59　氷見市立池田小学校1975　『水哉一池田小学校と校下の歴史－』

60　余川のあゆみ編集委員会1976　『余川のあゆみ』
＼
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61児島清文1977　「揚山城私考」『富山史壇』第66号

62　稲積教育百年史編纂委員会1978　『稲積教育百年－教育と歴史－』

63　細川真樹1978　「加納横穴墓群の諸問題」『学叢II』高岡第一学園

64　富山県教育委員会1979　『昭和53年度富山県埋蔵文化財調査一覧』

65　児島清文1980　「阿尾城史話」『氷見春秋』創刊号

66　氷見市教育委員会1980　『富山県氷見市堀田大久前遺跡発掘調査概報』

67　氷見市教育委員会1980　『富山県氷見市鞍川金谷包含地、一の瀬包含地調査概報』

68　細川真樹1980　「朝日横穴墓」『氷見春秋』創刊号

69　湊　農1980　「最古の日本人骨か一幻の泊洞穴人十五年の頼末」『氷見春秋』創刊号

70　湊　　農1980　「湊川変遷史雑考」『氷見春秋』第2号

71松島　洋1981「氷見十二町潟低湿地の断面露頭」『富山教育』709号

72　氷見市教育委員会1982　『富山県氷見市長坂貴船遺跡試掘調査報告書』

73　安田善意1982　「花粉分析から見た富山湾沿岸の縄文前期の遺跡」『小泉遺跡』大門町教育委員会

74　氷見市教育委員会・氷見市立博物館1983　『氷見市遺跡地図』

75　湊　　農・児島清文1983　「中尾古銭埋置遺跡」『氷見春秋』第7号

76　岡本恭一1984　「加納横穴墓群」『氷見市立博物館年報』第2号

77　氷見市教育委員会1984　『富山県氷見市小久米古墳群・小久米A遺跡試掘調査報告書』

78　氷見市教育委員会1984　『富山県石動山信仰遺跡遺物調査報告書』

79　藤田富士夫1984　「《富山県≫特集：最後の前方後円墳」『古代学研究』第105号

80　小島俊彰1985　「朝日貝塚の朝日下層式土器再見」『大境』第9号

81林　夫門・溝口優司1985　「富山県朝日・小竹両貝塚出土の縄文時代人骨について」『国立科学博物館

専報』18号

82　氷見市教育委員会1985　『富山県氷見市小久．米A遺跡発掘調査報告書』

83　氷見市教育委員会・富山県砂防課1985　『富山県氷見市薮田薬師中世墓発掘調査報告書』

84　松浦秀治1985　「富山県氷見市泊洞穴から出土した人骨のフッ素含量」『国立科学博物館専報』18号

85　岡本恭一1986　「氷見市朝日本町出土石造物」『氷見市立博物館年報』一第4号

86　氷見市教育委員会・八代仙ダム建設計画に係わる文化財調査団1986　『八代仙ダム建設計画に係わる文

化財調査概報－地形地質・生物・

埋蔵文化財』

87　平口哲夫1986　「富山湾沿岸における縄文時代のイルカ捕獲活動」『大境』第10号

88　西井龍儀1987　「小窪瓦窯跡」『北陸の古代寺院』　桂書房

89　西井龍儀1987　「小窪廃寺」『北陸の古代寺院』　桂書房

90　速川村史編集委員会1987　『速川村史』

91大野　究1988　「稲積西ケ谷内遺跡出土遺物」『氷見市立博物館年報』第6号

92　高岡　徹1988　「堀田城について」『両越地域史研究』創刊号

93　西井龍儀・林寺厳州・大野　究1988　「氷見市園カンデ窯跡」『大境』第12号

94　氷見市教育委員会1988　『富山県氷見市堀田西谷内遺跡試掘調査報告書』

95　山本正敏・大野　究1988　「氷見市十二町潟排水機場遺跡の資料」『大境』第12号

96　小片　保・加藤克知・六反田篤1989　「富山県氷見市泊洞穴から出土した人骨の形質について」『人類

学雑誌』97－3

97　北　　哲・小境卓治1989　「発見された藤原期の出土仏」『氷見春秋』第20号

98　氷見市教育委員会1989　『脇方横穴群』

99　氷見市教育委員会1989　『国指定史跡石動山文化財調査報告書』
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第3章　調査の成果

第l節　これまでの調査

脇方横穴群は．氷見市脇方字丑ケ端に所在している。横穴群は国道160号灘浦トンネルの周辺

から北東に向けての丘陵斜面、約200mの範囲の標高8～15mの地点に分布している。

横穴の一部は古くから開口して、地元の人にも知られていたらしく、「鬼の穴」「火の雨の降

った時の穴」と言い伝えられたという。　　　　　′

昭和初年、清水一布氏が第1号横穴を調査し、二体の人骨が左奥に頭を向けて埋葬されてい

るのを確認した。またその人骨を金沢医科大学（現在の金沢大学医学部）の岡本博士に送り、

鑑定を求めたという。人骨以外に出土遺物があったかどうかは不明である。

昭和25年には斉藤道保氏を中心とした氷見高校歴史クラブが氷見地域の横穴を集成し、脇方

横穴群を紹介した。この調査により歴史クラブは4基の横穴を確認しており、．さらに数塞め横

穴の存在を予測している。その後、同校歴史クラブは灘浦中学校社会クラブと協力して、昭和

30年8月19日に、第5・6号横穴を発掘調査した。この調査では第5号横穴から数個の人間の
ヽ

歯を検出し、第6号横穴から人骨1体・須恵器平瓶1・須恵器杯1を検出している。また第6

号横穴の人骨は、奥壁と平行に、頭部を羨道から見て右側にして埋葬されていた。
4ヽ

昭和33年10月には、灘浦トンネルの工事の際に第3・4号横穴が発見され、清水氏・嶋尾正

一氏・円仏三郎兵衛氏らが調査をした。この調査で第4号横穴から人骨2～3体分・鉄刀2又

は3・須恵器破片・土師器杯1・管玉3又は4・切子玉3が出土している。

以上の調査をまとめた氷見高校歴史クラブ『富山県氷見地方考古学遺跡と遺物』では、7基

の横穴群として紹介している。

その後、第2号横穴左側の樹木が災害で落下し、新たな横穴が見つかっている。今回これを

第8号横穴とした。また今歳神社参道階段西側に、横穴と推定する穴が2カ所残っている。

なお、昭和30年の出土品

は灘浦中学校が、昭和33年

の出土品は氷見高校が保管

している。、このうち氷見高

校保管の遺物は、昭和57年

に市立博物館が開館したと

きに、一括寄託を受けた。

他の遺物は、所在不明であ

る。

＼」＝♂
l

第22図　脇方横穴群の過去の出土遺物

Iは土師器、他は須恵器（1／4）

（『富山県史』考古編から転載）
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第23図　調査横穴の位置（縮尺1／200）
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第2節　調査の概要

今回調査対象とした横穴は、第3・4・8号の3基の横穴である。このうち第3・4号横穴

は昭和33年に一度調査されているが、今回改めて内部を清掃し、実測をおこなうことにしたも

のである。従って調査の主眼は未調査の第8号横穴においた。

3基の横穴はいずれも崖面に位置するため、それぞれに木製の足場を設置し、排土は滑車に

結びつけたバケツで地面に降ろした。また排土はふるいに通し、小さな遺物を見逃さないよう

に努めた。

調査は第8号横穴から取り掛かった。ここでは覆土の高いレベルからも人骨が出土して、実

測等に手間取った。また覆土上部はしまりが悪く、断面でたびたび崩壊し、出土位置を記録で

きなかった遣物もあった。上層の遺物を取り上げたのち、再び覆土を排除し、床面の人骨を検

出、実測をおこない取り上げた。最後に横穴の実測図を作成し、次の第3・4号横穴の調査に

移った。第3・4号横穴は清掃をして、再実測をおこなうだけであったが、両者の覆土から若

干の人骨が出土した。この人骨については、地元の人から、昭和33年の調査で出土した遺物の

うち人骨だけは再び横穴内に戻した、との聞き取りを得ることができたので、改めて採集して、

鑑定することにした。

以上の調査期間は、平成元年4月11日から6月30日までのうちの32日間である。この間5月

8日に氷見警察署刑事防犯課による出土人骨の確認、5月10日に富山医科薬科大学森沢佐歳助

教授の現地調査、5月16日に富山県教育委員会文化課の視察・指導があった。なお6月の現地

調査は博物館特別展準備のため、断続的なものとなった。

第25図　富山医薬大森沢助教授の調査
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第3節　第3号横穴

第3号横穴は、海側から数えて4番目の横穴にあたり、ほぼ西に向いて開口する。第1・2・

8号横穴とほぼ同じレベルに位置し、羨道入口床面のレベルは約14・5mである0昭和33年に一

度発掘されているが、今回床全面が覆土で覆われていた。これは発掘当時の埋め戻しと、その

後の自然流入によるものであろう。
、

構　　　造

第3号横穴では、玄室と羨道が確認できた。崖面に開口するため、若干の崩壊が予想される

が、床面はほぼ築造当時の構造を残していると考える。それに対して天井は、羨道の全体と玄

室の約3分の1で崩壊し、失われている。

羨道は長さ60cm、幅70cmを測る。床面から高さ約30cmで崩壊しているため、詳しい構造は不

明である。玄室は長さ206cm、最大幅214cm、現存高126cmを測る。平面形は隅丸方形、立面形は

ドーム形である。羨道からみて左側壁がやや短く、いびつな形である0排水施設は無いが、床

E

【＝〕

第26回　第3号横穴実測図　S＝l／40

ー34－



ll

面が入口に向けて約100の角度で傾いているため、自然に排水作用をおこなったと考えたい。ま

た床面には浅い穴や段が確認できたが、その性格は不明である。なお玄室側壁及び奥壁から天

井にかけて縦位に、幅約12cmを一単位とした凹型の工具痕が残っている。

遺　　　物

出土した遺物は人骨のみである。この人骨は昭和33年当時出土したものを再び横穴内に戻し

たものである。詳しい所見は第4章で述べる。

第4節　第4号横穴　　、

第4号横穴は、海側から数えて5番目の横穴にあたり、西～南西に向けて開口する。第1～

3・8号横穴より一段低く築造され、床面のレベルは約12．9mを測る。昭和33年に一度発掘さ

れているが、今回床全面が覆土で覆われていた。これは発掘当時の埋め戻しと、その後の自然

流入によるものであろう。

構　　　造

第4号横穴では、玄室の大部分が確認できた。羨道と玄室の一部はかなり以前に崩壊して失

われたと思われる。玄室は現存長197cm、最大幅236cm、現存高156cmを測る。平面形は方形、立

面形はアーチ形である。平面形は正方形に近い形であったと推測する。床面には壁に沿って幅

E

【工】

第27図　第4号横穴実測図　S＝l／40
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1～6cm、深さ1～3cmの排水溝がめぐる。床面はほぼ水平である。玄室床面に棒状のものを

打ち込んだような痕があるが、性格は不明である。また工具痕も確認できなかった。

遺　　　物

出土した遺物は人骨のみである。この人骨は昭和33年当時出土したものを再び横穴内に戻し

たものである。詳しい所見は第4章で述べる。

第5節　第8号横穴

第8号横穴は、海側から数えて3番目の横穴にあたり、ほぼ西に向いて開口する。第1・2・

3号横穴とほぼ同じレベルに位置し、羨道入口床面のレベルは約13．4mである。数年前に災害

で樹木が落下して存在が知られた。

構　　　造（第28図）

第8号横穴では、玄室と羨道が確認できた。崖面に開口するため、羨道入口で若干の崩壊が

予想されるが、ほぼ築造当時の構造を痍していると考えたい。

羨道は長さ63cm、幅95cm、高さ130cmを測り、正面からみてほぼ長方形に造っている。玄室

は長さ207cm、最大幅250cm、高さ154cmを測る。平面形は隅丸方形、立面形はドーム形である。

排水施設は無いが、第3号横穴と同じく、床面が入口に向けて約100の角度で傾いているため、

自然に排水作用をおこなったと考えたい。また玄室天井から壁にかけて縦位に、幅約12cmを一

単位とした凹型の工具痕が残っている。

層　　　位（第28図）

横穴はすでに開口しており、多量の土砂が流入していた。覆土の厚さは羨道で95cm、玄室奥

壁で20cmを測る。

覆土は4層に分層できる。すなわち上位から、1：茶褐色シルト質土（しまり悪い）、2：自

灰色シルト岩盤片、3：茶褐色シルト質土（シルト岩盤片含む）、4：白灰色シルト岩盤片（茶

褐色シルト質土を含み、堅くしまる）である。

覆土の大半は第1層であり、これは純粋な自然流入土と考えられよう。これに対して第2～

4層は、基本的には自然流入によるものと考えるが、薄くはがれたシルト岩片が混ざっており、

また奥壁まで到達していないのが特徴的である。なお第1層表面近くからシルト質の石を検出

した。第1層の人骨はこの石の直下から出土している。

遺　　　物（第29図）

出土した遺物は、人骨・近代陶器・中世土師器・銅銭である。人骨については第4章で述べ

るため、ここでは人骨以外の遺物について記述する。

近代陶器

第29図1は、近代の越中瀬戸小型杯か。玄室北東奥の覆土上で表探した。口径7・5cm、器高

3．5cm、底径2．9cmを測る。底部は削り出し高台であり、底部外面を除いて鉄粕を施す。いつか

の時点で投げ込まれたものか。
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①茶褐色シルト質土（しまり悪い）

②白灰色シルト岩盤片

③茶褐色シルト質土（シルト岩盤片含む）

甘白灰色シルト岩盤片（茶褐色シルト質土
を含み、堅くしまる）

第28図　第8号横穴実測図　S＝I／40
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中世土師器

第29図2は、手づくね成形の中世土師器小皿である。第1層ゐ人骨の間から出土した。口径

6．9cm、器高1．7cmを測り、口縁端の一部を欠くが、ほぼ完形である。親指と人差し指で一段横

ナデをおこない、ほぼ直角に口緑を折り曲げ、底部外面は指押さえを施す。口緑端部は丸くお

さめ、さらに指頭で調整をしている。．胎土はほとんど砂粒を含まないが、海綿の骨片を多量に

含む。焼成は良好で硬質であり、色調は赤橙色を呈する。能登の資料を基に四柳嘉章氏がまと

めた中世土師器編年と照らせば、III一前期（14世紀前半頃）の資料に最も近い。

銅銭（図版3参照）

銅銭は、北宋銭7枚、不明1枚の計8枚が出土した。1と2は排土中からの採集、4と5は

図示してないが、石15の下から出土した。3は玄室のほぼ中央、6～8は玄室入口近くの頭蓋

骨（骨65・111）の下から出土している。いずれも腐食が激しい。1と2も第1層の上部の排土

からの出土であり、これらの銅銭は全て第1層の人骨に関係したものと考えている。

番号 銭貨名 時代 ． 初　 鋳　 年 番号 銭貨名 時代 初　 鋳　 年

1 景祐元宝 北宋 景 埠 元 年 （1034） 5 黙寧元宝 北宋 黙 寧 元 年 （1068）

2 嘉祐通宝 北宋 嘉 祐 ．元 年 （1056） 6 元豊通宝 北宋 元 豊 元 年 （1078）

3 聖宋元宝 北宋 建中靖国元年 （1101） 7 大観通宝 北宋 大 観 元 年 （1107）

4 元豊通宝 北宋 元 豊 元 年 （1078） 8 □宋□宝 ？ ？

第2表　出土銅銭一覧

参考文献

氷見高校歴史クラブ1950　『富山県氷見地方横穴古墳調査報告』

氷見高校歴史クラブ1956　『昭和30年度調査報告集』

酒水一布1960　『灘浦誌』

氷見高校歴史クラブ1964　『富山県氷見地方考古学遺跡と遺物』

松原典明1983　「古銭一覧表」『日本考古学小辞典』ニュー・サイエンス社

四柳嘉章1987　「中世土師器の編年」『西川島』穴水町教育委員会

、、、

第29図　第8号横穴出土土器実測図（1／2）
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第4章　富山児氷見市脇方横穴群出土人骨について

富山医科薬科大学医学部第一解剖学教室

森沢佐歳、中谷毒男、篠原治道、大谷　修

はじめに

平成元年4月中旬～同年6月下旬に氷見市教育委員会が主体となり、脇方横穴群（所在：富
l

山県氷見市脇方字丑ケ端）のうち、第3号横穴、第4号横穴および第8号横穴の合計3基の横

穴の発掘調査を行なわれ、これらの横穴からいずれも人骨が出土した。そのうち、第3号横穴

と第4号横穴の各出土骨は玄室内の撹乱層から一括出土している。第8号横穴の保存状態は良

好であり、この横穴出土人骨は約50cmの間層を挟んで上層出土人骨（以下、8A出土人骨と呼ぶ）

と、下層出土人骨（以下、8B出土人骨と呼ぶ）とに分けられる。

これらの人骨の調査を依頼されたので主に人骨の個体数について報告する。なお、散乱人骨

の個体数は性や年令に伴う人骨の特徴について、重複する部分骨の比較、左右側の個体識別な

どにより推定したが、左右側の観察可能な人骨の所見は原則として左側のみ記載する。また、

第8号横穴出土人骨には原則として本文中の釣括孤内に出土番号を記した。

1．第3号横穴出土人骨

この人骨は散乱状態で出土しており、人骨の出土状態から頭位・体位は不明である。

出土人骨の骨種と観察個数は、頭蓋1個、上腕骨右1個、大腿骨右1個、脛骨左1個の部分

骨である。これらの人骨の色調は淡黄色から黄褐色である。

人骨所見　　頭蓋は不完全な頭蓋冠のみであり、前頭鱗と頭頂骨左右の各部がプレグマ部で

互いに連結している。この部位の冠状・矢状の両縫合は内・外板ともに癒着を認めない。前頭鱗

の厚径は4－5mmである。頭蓋冠の辺緑は腐食により丸く、その部位の板間層は露出している。

上腕骨右は遠位の骨幹・骨端約1／2である。破損端は階段状であり、辺緑には治癒像を認

めない。遠位の骨幹端は上腕骨滑車と癒着し、その間の骨端線は消失するが、内側上顆には骨

核の遊離面を認める。上腕骨の骨幹は太く（最小周57mm）、徹密質は厚い（骨幹中央部の高さに

於ける緻密質厚径2．5－3．0mm）。

大腿骨右は遠位の骨幹約1／3である。破損端は階段状であり、辺緑には治癒像を認めない。

遠位の骨幹端には骨端の遊離面を認める。骨幹は太く、緻密質は厚い。

旺骨左は遠位の骨幹・骨端約1／2である。破損端は階段状であり、辺緑には治癒像を認め

ない。遠位の骨幹は骨端と癒着完了し、骨端線は消失している。骨幹は太く（最小周77mm）、敵

密質は厚い（骨幹中央部の高さに於ける徴密質厚径3．4－9．5mm）。骨端は大きい。

第3号横穴出土人骨の年令および性別は骨の大きさや形状から青年期男性骨1個体と推定す

る。
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2．第4号横穴出土人骨

この人骨は第3号横穴出土人骨と同様に散乱状態で出土しており、頭位・体位は不明である。

出土人骨の骨種と観察個数は頭蓋骨4個、下顎骨3個、頚椎・胸椎各1個、腰椎3個、仙骨

2個、肋骨右4個、同左5個、肩甲骨左右各1個、鎖骨右2個、同左3個、上腕骨右4個、同

左3個、桟骨右2個、同左4個、尺骨右2個、同左3個、寛骨左右各2個、大腿骨左右各5個

怪骨右3個、同左8個、月非骨右2個、同左5個、距骨右1個、同左2個、踵骨左右各2個、第一

中足骨右2個、第二中足骨左1個の部分骨である。これらの人骨の色調は淡黄色～褐色である。

人骨所見　　頭蓋、下顎骨、仙骨、上腕骨、寛骨、大腿骨、怪骨の順に述べる。

頭蓋：4個（頭蓋①～同④）出土している。頭蓋①は不完全な頭蓋冠であり、前頭鱗、頭頂

骨左右、後頭鱗の各部分が縫合緑で互いに連結している。主要頭蓋縫合のうち、矢状・ラムダ

両縫合の内・外板とも癒着を認めないが、冠状縫合のプレグマ部の内・外板とも癒着開始して

いる（癒着度：Martinの1度）。頭蓋の骨質は厚い（頭頂結節部厚径9・0mm）。上項線は弱く、

外後頭隆起の膨隆は弱い（Brocaの1度）。後頭平面は強く＿後方へ膨隆している。頭蓋②は

別個体の前頭鱗であり、骨質は厚い。この頭頂緑には頭頂骨との癒着形跡を認めない。頭蓋③は

頭頂骨左右と後頭鱗であり、骨質は厚い（厚径6～8mm）。矢状・ラムダ両縫合の癒着は進んでい

る（Martinの3度）。頭蓋④は後頭骨の外側部左と後頭鱗のアステリオン部左の各一部である。

骨質は薄い（後頭平面における厚径3mm）。前・後後頭内軟骨結合は癒着完了するが、土の骨の

結合面や縫合緑には他の隣接骨との癒着形跡を認めない。後頭額には骨核の遊離面を認める。

下顎骨：3個（下顎骨①一同③）出土している。下顎骨①は下顎体左と下顎枝左である。下

顎体は薄く（下顎体厚11mm）、高い（下顎体高35mm）。オトガイ結節は弱い。オトガイ孔は第一・

第二小臼歯の歯槽部間で下顎体の中央の高さに位置する。顎下腺駕は深い。歯槽は右第一切歯

部～左第三大臼歯部まであり、いずれも開放している。下顎骨②は破損により下顎体左・右、

下顎枝左とに三分している。下顎体は厚く（下顎体厚13mm）、高い（下顎体高32mm）。オトガイ

結節は強い。下顎枝は広く（下顎枝幅38mm）、下顎頭は前後に厚い（下顎頭幅12mm）。歯槽は右

第三大臼歯部～右犬歯部、左第一切歯部～左第二小臼歯部、左第三大臼歯部あり、いずれも開

放している。下顎骨③は破損により左右の下顎体・枝に二分している。下顎体は厚い。下顎枝

は狭い（下顎枝幅30mm）。下顎枝の後傾は強い（下顎枝角約120度）。歯槽は左右の第三大臼歯部～

第二小臼歯部あり、そのうち左右の第二・第三大臼歯部はいずれも萎縮し、歯槽は閉鎖してい

る。

仙骨：2個（仙骨①、同②）出土している。仙骨①は仙骨管の後壁のみであり、第一～第三仙

椎の椎弓が完全に癒着している。仙骨②′は第一～第五仙椎の椎弓と策三～第五仙椎の椎体とが

癒着している。

上腕骨左：3個（上腕骨左①～同③）出土している。上腕骨左①は近位の約1／2の骨体で

あり、骨幹は太い（中央周63mm）。三角筋粗面は広い。上腕骨左②は骨幹の約4／5であり（最小
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周53mm）、近位骨幹端には骨頭の遊離面が認められる。上腕骨左③はほぼ完全な骨幹であり（骨

幹最大長164mm、最小周39mm）、遠・近位の両骨端は遊離している。

寛骨左：2個（寛骨左①、同②）出土している。寛骨左①は寛骨臼を含む部分である。3骨

の骨体は癒着完了している。この寛骨臼は深く、大坐骨切痕は狭い。寛骨左②は寛骨臼と坐骨

結節を含む部分である。3骨の骨体は癒着完了している。この寛骨臼は浅い。

大腿骨左：5個（大腿骨左①～同⑤）出土している。大腿骨左①は骨頭を欠くほぼ全長であ

る。大・小転子は大きい。とくに骨幹は太い（中央周93mm）。殿筋粗面は稜状に隆起する。内

転筋結節は強く上方へ突出している。大腿骨左②は約3／4の骨体であり二骨幹は太い（中央

周91mm）。殿筋粗面は①より低い稜状に隆起し、転子下宿は深い。大腿骨左③は約3／4の骨体

である（中央周77mm）。殿筋粗面は稜状に隆起し、その下端は粗線外側唇に連らなる。大腿骨左

④は遠位の骨幹約1／2であり、骨幹端には遠位骨端の遊離面を認める。粗線の発達は弱い（中

央周78mm）。大腿骨左⑤はほぼ完全な骨幹であり（骨幹最大長120m血、中央周36mm）、近・遠位の

両骨端は遊離している。大腿骨左①～③の上骨体断面示数はいずれも上骨体広型を示めす。

腔骨左：8個（脛骨左①～同⑧）出土している。怪骨左①はほぼ全長であり（腰骨全長335

mm）、骨幹は太い（骨幹周90mm）。腰骨左②は近位の約3／4の骨体・骨端であり、骨幹は太い

（骨幹周83mm）。腰骨左③は近位の約3／4の骨体・骨端であり、骨幹は太く（骨幹周85mm）、

ヒラメ筋線は強い。脛骨左④は約1／2の骨体である（最小周74mm）。腰骨左⑤は約1／2の骨

体であり、骨幹は細く（最小周69mm）、破損端の緻密質は薄い。腰骨左⑥は約1／2の骨幹と思わ

れ、骨幹は細く（最小周69mm）、後面の鉛直線は不鮮明である。脛骨左⑦は骨幹の約3／4であり、

骨幹中央部で最も細い（最小周35mm）。脛骨左⑧は近位の約3／4の骨幹であり（最小周33mm）、

骨幹端には近位骨端の遊離面を認める。腰骨左①～⑤の脛示数は厚怪2例（①、⑤）、中腰2例

（②、③）、平脛1例（④）である。

第4号横穴出土人骨として腔骨右は8個ある。この散乱人骨群の年令構成について、骨端・

骨核の出現と癒着、不動連結部の療着、歯の出現と萌出、磨耗から、性別について推定年令に

相当する骨の大きさ、形状、乳様突起の大きさ、眉間・外後頭結節の膨隆度、寛骨の大坐骨切

痕の形態から判断すると、老年男性骨、熟年女性骨、壮年男性骨、壮年女性骨の各1個体およ

び性別不明な青年骨1個体、少年骨1個体、幼年骨2個体、合計少なくとも8個体と推定する。

3．第8号横穴上層出土人骨

第8号横穴玄室内上層より6個体分（8A－I号人骨、8A－II号人骨、8A－III号人骨、

8A－Ⅳ号人骨、8A一Ⅴ号人骨、8A－Ⅵ号人骨と仮称）の人骨が出土している。

1）　8A－I号人骨　出土位置：玄室の北西寄り。　頭位：南南東。　体位：仰

臥位、上肢右肩の関節軽度内転位？肘関筋強度屈曲位、左の肩関節軽度外転位肘関節伸展位？、

下肢左右の股・膝蘭節強度屈曲位。　出土状態：ほぼ全身骨。　色調：褐色である。

人骨所見　主要頭蓋縫合の癒着：内・外板ともみられない。縫合骨はラムダ縫合（右4個、
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左2個）にみられる。上面観：類楕円形で、頭蓋長幅示数は71．5の長頭型である。側面観：頭

蓋長高示数は77．4の高頭型である。前頭骨の膨隆は弱く、眉間の膨隆は強い（Brocaの3

度）。頭頂輪郭線は平等なる弧状をなす。後頭平面の膨隆は強い。後面観：砲弾状である。上

項線は強い。外後頭隆起の膨隆は強い（Brocaの4度）。顔面観：前頭結節は弱い。　下

顎骨：下顎体は厚く、高い。歯槽部の萎縮は認められない。下顎枝は広い。翼突筋粗面の粗造

度は強い。下顎角は外湾する。角前切痕が認められる。歯槽中に残存する永久嘩10個（可～可、

厚、百一『）の嘆耗度はマルチンの1度～2度である。下顎の第三大臼歯は左右とも未萌出で

ある。　体幹骨：椎体の上・下面の骨核は癒着完了している。仙骨は大きい。仙骨長幅示数

は94．2の狭型である。この仙骨には仙骨管破裂を認める。　上肢骨：尺骨の遠位骨端線の痕

跡が骨表面よりみられる。上腕骨は太く（骨幹最小周64mm）、頑丈である。　下肢骨：寛骨の

腸骨・恥骨・坐骨の3骨の休部、大腿骨、脛骨の遠・近位両骨端および骨核は癒着完了してい

る。寛骨の腸骨翼・稜間には骨端線の痕跡がみられる。恥骨結合面には水平位の骨稜と溝を数

本認める。寛骨臼は広い。腸骨は広い。大坐骨切痕は狭い。大腿骨、怪骨の骨幹は太く（大腿

骨骨幹中央周90mm、腰骨骨幹最小周79mm）、いずれも頑丈である。大腿骨後面の粗線は強く発達

している。上骨体断面示数は74．5の超広型である。腫骨後面のヒラメ筋線は強く、鉛直線は骨

幹中央部にまで達している。脛示数は62．3の平怪である。

以上の所見より、第8A－I号人骨の年令は頭蓋縫合の癒着未了、永久歯の嘆耗度、第三臼歯

の未萌出、上・下肢骨の骨端線の消失部位、恥骨結合面の形態から青年期の人骨である。また、

性別は各骨とも大きく、頑丈で、筋付着部は粗造であること、眉間の膨隆が強いこと、寛骨の

大生骨切痕は狭いことから男性骨である。左大腿骨最大長432mmから推定身長は162．5cmであ

る。

2）　8A－II号人骨　　出土位置：玄室の東南寄り。　頭位：西北西。　体位：右

側臥位、上肢右の肩・肘関節軽度屈曲位、左の肩関節伸展位肘関節強度屈曲位、下肢左右の股関節

軽度屈曲位膝関節強度屈曲位。　出土状態：ほぼ全身骨。　色調：淡黄色～褐色である。

人骨所見　　主要頭蓋縫合の癒着：冠状・矢状両縫合の内・外枚とも認められないが、ラ

ムダ縫合は癒着開始している（Brocaの1度）。頭蓋上面観：卵円形で、頭蓋長幅示数は76・

4の中頭型である。ラムダ前庄痕は弱い。側面観：頭蓋長高示数は70．7の中頭型である。眉間

の膨隆は強い（Brocaの3度）。外耳孔は円形で、外耳道骨癌は認められない。乳線突起は

大きい。底面観：大後頭孔は中等度の大ききで、菱形である。乳突切痕は強い。後頭動脈溝は

狭く、深い。口蓋示数は90．4の口蓋広型である。口蓋は深く、紡錐形の矢状口蓋隆起を認める。

後面観：家屋状で、頭蓋幅高示数は92．5の中頭型である。後頭骨は大きい。最上・上項線は強

い。外後頭隆起の膨隆は強い（Brocaの2度）。顔面観：コルマンの上顔面示数は45・6の上

顔面短型である。眉間の膨隆は強い（Brocaの3度）。鼻示数は54．7の鼻低型、眼宿示数は

70．1の眼窟低型である。鼻頬示数は139．3の隆顔型である。梨状口は卵円形で、下縁は鋭利であ
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る。眼駕口は鈍円四角形である。　　下顎骨：大きい。下顎体は厚く、高い。歯槽部の萎縮は

認められない。オトガイ孔は第二小臼歯部下の下顎体中央の高さに位置する。オトガイ轍は強

い。下顎頭右の前縁には前方へ延びる舌状の骨腺を認める。上・下顎の歯槽中に残存する永久

歯28個（且～且、』～膣、可～厚）の嘆粍度はマルチンの1度～2度である。これらの歯頚部

には軽度の歯石を認める。下顎右第一・第二小目歯間および下顎左犬歯・第一小目歯間の隣接

歯頚部にはう蝕を認める。　体幹骨：第Ⅴ腰椎および第I尾椎の仙骨化が認められる。

上肢骨：骨端線はすべて消失している。上腕骨の骨幹は太く（最小周62mm）、頑丈である。

下肢骨：寛骨の大坐骨切痕は狭い。小骨盤は高い。大腿骨の骨幹は太く（中央周83mm）、上骨

体断面示数は80．9の広型である。殿筋粗面は稜状に隆起し、外側唇に連らなる。大腿骨前頭部

にはアレン頚駕を認める。脛骨後面のヒラメ筋線は強く、鉛直線は弱い。脛示数は78．9の厚脛

である（表中周70mm）。腰骨下関節面の前方延長面は内・外側とも認めない。

以上の所見より、第8A－II号人骨は壮年男性骨である。左大腿骨最大長395mmから推定身長

は155．6cmである。

3）　8A－III号人骨　　出土位置：玄室西側。　頭位：西向き。　体位：左側臥位、

上肢右の肩・肘関節不明、左の肩関節伸展位肘関節不明、下肢右の股・膝関節不明、左の股関

節伸展位膝関節不明。　色調：淡黄色～褐色である。　出土状態：ほぼ全身骨。

人骨所見　　主要頭蓋縫合の癒着：内・外板とも認められない。小縫合骨は側頭骨左の頭頂

切痕部に1個ある。蝶後頭軟骨結合部は遊離している。頭蓋上面観：卵円形で、長幅示数は75．1の

中頭型である。側面観：長高示数は76．2の高頭型である。前頭輪郭線は全体として強く膨隆し

ている。眉間の膨隆はみられない。外耳孔は倒卵形である。乳様突起は小さい。鱗乳突縫合は

癒着完了している。底面観：外頭蓋底は広い。後頭顆の骨核は遊離している。乳突切痕は浅い。

口蓋示数は83．6の口蓋中型である。切歯縫合は約1／3残存する。口蓋は深い。矢状口蓋隆起

は認められない。後面観：家屋状である。頭蓋幅高示数は101．5の尖頭型である。外後頭隆起の

膨隆はみられない（Brbcaの0度）。顔面観：ウィルヒョウの上顔面示数は68．2の上顔面低

型である。前頭骨は大きく、広い。前頭結節は強い。前頭縫合の痕跡は鼻根部表面に認める。

眉間の膨隆は弱い（Brocaの2度）。鼻示数は57．3の鼻低型、梨状口は卵円形で、前鼻妹は強い。

眼駕口は円形で、眼駕示数は92．4の眼駕帝型である。上顎歯槽示数は132．5の短顎型である。

下顎骨：小さい（下顎角幅88mm、オトガイ高27mm）。下顎結合は癒着消失している。オトガ

イ下切痕は認められる。オトガイ孔は第一・第二乳臼歯部間の下顎体中央に位置する。オトガ

イ妹は弱い。下顎枝の後傾は強い。下顎角の外湾は認められない。上・下顎の歯槽中の乳歯10

個（且、』、且、k、可、可、可、可、甘、肯）および永久歯4個（且、且、可、『）は萌出

している（嘆粍度：Martinの1～2度）。また、永久歯4個（3l、7l、r3－、rT）は歯冠のみ形

成し、いずれも未萌出である。　体幹骨：椎体と椎弓は癒着完了するが、椎体の上・下面お

よび各種突起先端にはいずれも骨核の遊離面がみられる。第一・第二仙椎は外側部で癒着して
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第35図　第8号横穴上層の人骨（Z）（け40）
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いる。　　上肢骨：鎖骨の遠近両骨端、肩甲骨の関節駕、烏口突起、肩峰、内側緑等の各骨核は

休部から遊離している。上腕骨、尺骨の遠近両骨端は休部から遊離している（上腕骨、尺骨

の最小周と最大長：46mm／204mm、25mm／170mm）。　下肢骨：寛骨の坐骨枝は恥骨枝と癒着完

了するが、両骨の休部は腸骨体から遊離する。大腿骨の近位骨幹端には骨頭の遊離面を認める

（最小周60mm）。上骨体断面示数は77．1の広型である。怪骨の中央断面は内側面を底辺とする二

等辺三角形である。腫示数は80．9の厚脛である。

以上の所見より、第8A－III号人骨は性別不明な少年骨である。

4）　8A－Ⅳ号人骨　　出土位置：I～III号人骨の奥で、玄室中央に散乱している。

頭位・体位：不明。　　出土状態：ほぼ全身骨。

人骨所見　　主要頭蓋縫合の癒着：骨質は薄い（前頭・頭頂結節部厚径2mm）。前頭骨、頭頂

骨左右、後頭骨、側頭骨左右は縫合緑で大部分直接連結するが、前頭鱗の正中上線はとくに薄

く、切痕状であることから、この部位において泉門を形成していたと思われる。前頭縫合は鼻

根部を除き、大部分癒着完了している。後頭骨は基底部、外側部左右、鱗部とに互いに遊離す

る。舌下神経管左は小骨轍により不完全ながら二分している。　　下顎骨：下顎体と下顎枝左

である。下顎体は正中部で高く、後方に向い低くなる（オトガイ高21mm、下顎体高16mm）。オト

ガイ切痕はみられない。オトガイ隆起は弱い。オトガイ孔は第一乳臼歯部下の下顎体中央の高

さに位置する。下顎枝は小さい（最小枝高25mm、最小枝幅23mm）。角前切痕がある。歯槽中に残

存する下顎乳歯3個（可、甘、肯）は萌出し、永久歯2個（可、町）は未萌出である。　体

幹骨：椎体と椎弓は遊離している。肋骨頭、肋骨結節の骨核は肋骨体から遊離している。　上

肢骨：肩甲骨の烏口突起および諸骨核は休部から遊離している。肩甲骨は関節駕下端を中心と

する約90度の扇形である。鎖骨の胸骨端は前後に扇平である（最大長63mm）。上腕骨骨幹の最高

点は上腕骨頭と大結節間の骨稜に、貴下点は鈎突駕直下の遠位骨幹端に位置する（最小周33mm、

最大長107mm）。　　下肢骨：腸骨は他の2骨体より遊離している。大腿骨の遠近両骨端、大・

小転子は骨幹より遊離している。大腿骨骨幹の最高点は骨頭と大転子間の骨稜に、貴下点は内

側頼中心骨隆起に位置する。大腿骨骨幹中央は前後に扁平である（中央周35mm、最大長134mm）。

怪骨の骨幹中央横断面は正三角形である（最小周31mm、最大長107mm）。

以上の所見より、第8A－Ⅳ号人骨は性別不明な幼年骨である。

5）　8A－Ⅴ号人骨、同Ⅵ号人骨　出土位置：この横穴上層に散乱する。　頭位・体

位：不明。　　出土状態：ほぼ全身骨

人骨所見　　第8A－Ⅴ号人骨として後頭骨外側部右、後頭鱗、頭頂骨左右、頬骨右、肩甲

骨右、腸骨右、大腿骨左、怪骨左各1個の所見は前述のⅣ号人骨に類似する（腸骨右幅109mm、

大腿骨左中央周35mm、怪骨左最小周31mm）。また、第8A－Ⅵ号人骨として、後頭骨外側部右、

頭頂骨右、腸骨左、大腿骨右、怪骨右の各1個は第Ⅳ号、第Ⅴ号人骨よりさらに骨質は薄く、

各骨とも小さい（腸骨左幅46mm、大腿骨右中央周30mm、怪骨右最小周28mm）が、これらの人骨
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はいずれも性別不明な幼年骨と推定される。

4．第8号横穴下層出土人骨

第8号横穴玄室内下層の中央より1個体（8B－I号人骨）、南西側より1個体（8B－II号

人骨）および主に北側より多数個体（8B一散乱人骨）が出土している。

1）　8B－I号人骨　出土位置：玄室中央。　頭位：南西。　体位：仰臥位上肢

左右の肩関節伸展位？肘関節不明、下肢左右の股関節伸展位膝関節伸展位？。　出土状態：

ほぼ全身骨。　色調：淡黄色～淡褐色である。

人骨所見　主要頭蓋縫合の癒着：開始（冠状縫合：Martin2度、矢状縫合：同3度）また

は完了（ラムダ縫合：同4度）している。頭蓋上面観：卵円形で、長幅示数は75・4の中頭型で

ある。・側面観：長高示数は70．9の中頭型である。頭頂輪郭線は平等なる弧状をなす。後頭平面
・－

の膨隆は強い。咽頭駕は深い。後面観：家屋状である。幅高示数は94．0の中頭型である。外後

頭隆起の膨隆は弱い（Brocaの1度）。顔面観：眉間の膨隆は強い（Brocaの3度）。眼宮口は

鈍円四角形で、眼駕示数は80．5の眼駕中型である。　下顎骨：下顎体は低い‾。下顎の歯槽部

（「1、「3～「8）は萎縮、閉鎖している。下顎枝の後傾は強い。　体幹骨：胸骨柄結合は化骨

している。仙骨は大きく、前面の湾曲は強い。仙骨の基底は広い。仙骨横線は消失している。

上肢骨：鎖骨の肋鎖勒帯圧痕は広く、陥凹してい－る。菱形勒帯線は稜状に下方へ張り出し

ている。上腕骨の中央断面形は埴円四角形である。大結節稜の隆起は高い。内側上顆は大きく、

尺骨神経溝は深い。　下肢骨：坐骨結節は強い。恥骨枝は太い。寛骨臼は大きい。大腿骨の

転子間線は強く、その下端は粗線内側唇に連らなる。殿筋粗面の粗造度は中等度で、転子駕

は深い。骨幹上部は前後に扁平である（上骨体断面示数：71．4の超広型）。腰骨は太い。後面の

鉛直線は骨幹中央の高さに達する。脛示数は70．6の厚脛である。

以上の所見より、第8B－I号人骨の年令は骨端線の消失、頭蓋縫合の癒着開始、下顎歯槽

部の萎縮・閉鎖、下顎枝の後傾が強いことから判断して老人期の人骨である。また、性別は各

骨が大きい、眉間の膨隆が強い、筋付着部が粗造強であることから男性骨である。左大腿骨最大

長410mmから推定身長は158．4cmである。

2）　8B－II号人骨　出土位置：玄室南東側。頭位・体位：不明。　出土状態：

ほぼ全身骨が出土している。

人骨所見　主要頭蓋縫合の癒着：内・外板とも認められない。頭蓋上面観：矢状溝状庄痕

がわずかに認められる。側面観：上・下側頭線は弱い。プテリオン部は正常型である。顔面観

：コルマンの上顔面示数は51．6の上顔面中型である。前頭骨は大きく、広い。前頭骨の湾曲は

弱い。眉間の膨隆は強い（Brocaの2度）。鼻示数は53．9の鼻低型である。眼駕口は鈍円四角

形で、眼駕示数は76．2の眼窟中型である。口蓋には切痕縫合の痕跡がわずかに認められる。切

歯管の下口は大きく開いている。上顎左右犬歯の嘆耗度はマルチンの3度である旦　下顎骨：

大きく、広い（下顎角幅97mm、下顎体長77mm）。下顎体は厚く、歯槽部の萎縮は認められない。
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第36回　第8号横穴下層の人骨（け40）
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ォトガイ結節は強い。オトガイ孔は第一・第二小目歯間の下顎体中央の高さに位置する0オト

ガイ腺は強い。下顎枝は広い（下顎枝幅39mm）○下顎枝の後傾は弱い0歯槽中の下顎の永久歯

8個（8十51、「5－「8）の嘆耗度はマルチンの1～2度である0そのうち、下顎左右第二大臼歯

の歯冠中央にはう蝕を認める。　上肢骨‥骨端線はすべて消失している0鎖骨は短いが太い。

肋鎖敬帯圧痕は深く、円錐敬帯結節は大きい。上腕骨の中央断卸形は鈍円四角形である。尺骨

の回外筋稜は強い。　下肢骨‥寛骨の3骨の骨体は癒着完了している。寛骨臼は大きい。恥

骨結合面には水平位の稜と溝を各数本認める。大腿骨の粗線は弱い0転子寓は深い。上骨体断

面示数は67．6の超広型である。脛骨の中央断面形は二等辺三角形である。排骨は太い0

以上の所見より、第8B－II号人骨は壮年男性骨である0左大腿骨最大長393mmから推定身長

は155．2cI観である。

3）　8B一散乱人骨

この人骨は第8号横穴玄室内の主に北西側下層より散乱状態で出土する0頭位・体位は不明

である。5個体以上観察される骨種として、頭蓋5個、下顎骨5個、上腕骨左5個、棟骨右5

個、同左5個、尺骨右5個、寛骨左5個、大腿骨右6個、同左7個、脛骨右5個、同左6個で

ある。

人骨所見　頭蓋、下顎骨、上腕骨、寛骨、大腿骨、月至骨の順に所見を述べる0なお、この

出土人骨には鈎括弧内に出土番号を記す。

頭蓋：5個〔610、549、605、608、345〕出土している。頭蓋〔610〕は後頭鱗と頭頂骨左右

の乳突角を含む部位、側頭骨左右の乳突部である。骨質は厚い0これらの骨連結部は内・外板

とも癒着完了している（Martinの4度）。後頭骨の上項線は強い0外後頭隆起の膨隆は強い

（Brocaの3度）。頭蓋〔549〕は頭蓋の左半分である0主要頭蓋縫合は内・外板とも癒着を認

めない。蝶後頭軟骨結合は癒着し、結合線は消失している0頭頂間骨はラムダ部に認められる

（高径37mm、幅径51mm）。頭蓋長高示数は73・3の中頭型である0前頭骨は全体として膨隆してい

る。眉間の膨隆は弱い（Brocaの1度）0上・下側頭線は弱い。プテリオンは正常型である0

鱗乳突縫合は梢失している。乳様突起は小さい0外後頭隆起の膨隆は弱い（Brocaの1度）0

眼寓ロは鈍円四角形で、眼寓示数は91・2の眼嵩高型である。横口蓋縫合は後方に凸湾する。歯

槽中の永久歯3個（L5～L7）の嘆耗度はマルチンの1度である。頭蓋〔605〕は全形である。蝶後

頭軟骨結合は癒着完了している。主要頭蓋縫合は癒着開始している。小縫合骨は後頭乳突縫合

部左に1個（15．5mmX9・9mm）認める。頭蓋上面観は類五角形で、長幅示数は77・0の中頭型で

ぁる。長高示数は71・3の中頭型である0上・下側頭線は弱い。乳様突起は小さい。口蓋示数は

74．4の口蓋狭型である。矢状口蓋隆起は認められない。後面観一は砲弾状である0幅高示数は

92．7の中頭型である。後頭平面の膨隆は強い○外後頭隆起の膨隆は弱い（Brocaの1度）。コル

マンの上顔面示数は51．2の上顔面中型である○眉間の膨隆度はプロカの2度である。鼻示数は

50．6の中鼻型である。眼寓示数は82・1の眼駕中型である。歯槽中の永久歯3個（7」、6」、L6）
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の嘆耗度はマルチンの1度である。頭蓋〔608’〕は不完全な頭蓋冠であり、後頭骨∴頭頂骨左

右、側頭骨左、前頭骨、頬骨左、上顎骨左の各部分が縫合緑で互いに連結している。これらの

骨連結部は内・外板とも癒着を認めない。蝶後頭軟骨結合は遊離している。小縫合骨は側頭骨

の頭頂切痕左に1個（15．OmmXlO．Omm）認める。歯槽中の永久歯3個（L5、L6、L7）のうち、

上顎左第一大臼歯は萌出するが、同第二小臼歯、同第二大臼歯は末萌出である。頭蓋〔345〕は

不完全な頭蓋冠であり、頭頂骨左右、側頭骨左右、蝶形骨大翼右、前頭骨は縫合緑で連結する

が、いずれも癒着を認めない。前頭縫合の痕跡は鼻根部にみられる。上顎骨口蓋突起には切歯

縫合が残存している。歯槽中には切歯、犬歯の未完成な歯冠が埋伏している。

下顎骨：5個〔437、575、596、515、605〕が出土している。下顎骨〔437〕は不完全な下顎

体、下顎枝左右である。下顎体は薄く、低い（オトガイ幅47mm、下顎体高27mm、下顎体厚14mm）；

オトガイ下切痕は強い。オトガイ結節は弱い。下顎枝の後傾は強い。嘆筋・翼突筋粗面は平滑

である。歯槽中の永久歯5個（71、61、41、「6、「7）の嘆耗度はマルチンの1度である。下顎

左右第三大臼歯は未萌出である。下顎骨〔575〕はほぼ全形である。下顎骨は大きく、高く、

広い（下顎体長75mm、オトガイ高30mm、下顎角幅98mm）。下顎体は厚く、歯槽部の萎縮は認めら

れない。下顎枝は広く、高い（下顎枝幅35mm、下顎枝高61mm）。下顎左右第三大臼歯は未萌出

である。下顎骨〔596〕は下顎体と下顎枝右である。下顎体は低い（下顎体高27mm）。下顎枝は

狭く、低い（下顎枝幅32mm、下顎枝高49mm）。下顎右第一大臼歯は萌出するが（嘆耗度：Martin

の1度）、下顎右第二、l第三大臼歯はいずれも末萌出である、。下顎骨〔515〕は下顎体と下顎枝

左である。下顎体は低い（下顎体高21mm）。下顎枝は狭く、低い（下顎枝幅27mm、下顎枝高31

mm）。歯槽中には永久歯5個（「3～「7）の歯冠のみ観察できる。下顎骨〔605〕はほぼ全形であ

る。下顎結合は正中歯槽部の唇舌両側面と、オトガイ部の舌側面で認められる（歯槽部の唇舌

両側面で癒着未了、オトガイ隆起部で癒着完了する）。下顎骨は小さく、低く、狭い（下顎長

59mm、下顎枝高28mm、関節突起幅77mm）。下顎体は正中部で高く、後方に向い低くなる（オトガ

イ高18mm、下顎体高14mm）。オトガイ隆起の両側でオトガイ結節の上方には横楕円形の浅い陥

凹が認められる。オトガイ孔は第1乳臼歯下の下顎体中央に位置し、その開口は上外方を向い

ている。下顎枝は狭く、低い（下顎枝幅20mm、下顎最小枝高23mm）。下顎枝の後傾は強い（下

顎枝角133度）。角前切痕は大きく、浅い弓状であり、下顎角からオトガイ孔下に達する。下顎孔

は下顎枝復縁近くに位置し、内側後方を向いている。筋突起先端は烏帽子状である。下顎頭は

小さい（左右径10mm、厚径6mm）。歯槽中には下顎左右第二乳臼歯、下顎右第一大臼歯の歯冠

のみ観察できる。

上腕骨左：5個〔460、565、412、400、527〕が出土している。上腕骨左〔460〕は遠位の約

4／5の骨体・骨端であり、骨幹は太い（最小周68mm）。上腕骨左〔565〕は牒ぼ全形で、骨幹

は細い（最大長277mm、最小周53mm）。上腕骨左〔412〕は近位の約4／5の骨幹・骨端であり、

遠位骨端は癒着完了、近位骨端は癒着未了である（最小周54mm）。上腕骨左〔400〕はほぼ完全
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な骨幹であり、遠・近の両骨端は遊離している（最小周51mm）。上腕骨左〔527〕は骨幹の約4

／5である（最小周38mm）。

寛骨左：5個〔607、586、449、603、588〕が出土している。寛骨左〔607〕、同〔586〕、同

〔449〕はほぼ完形であり、いずれも腸骨、恥骨、坐骨の3骨休部は癒着完了している。その

うち〔586〕、〔449〕は腸骨稜、坐骨結節の各骨核との間に骨端線を認める。また、大坐骨切痕

は〔607〕、〔449〕で狭いが、〔586〕で広い。寛骨左〔603〕、同〔588〕の腸骨は恥骨、坐骨

の骨体より遊離している。

大腿骨左：7個〔548、559、482、591、520、466、425〕が出土している。大腿骨左〔548〕

は全長であり、骨幹は太い（貴大長427mm、中央周93mm）。大腿骨左〔559〕はほぼ全長であり、

骨幹は細い（中央周80mm）。大腿骨左〔482〕は全長であり、遠位骨端線の痕跡が認められる

（貴大長372mm、中央周76mm）。これらの大腿骨左〔548〕、同〔559〕、同〔482〕の骨体上部は

前後に扁平である（上骨体断面示数：77．6の広型、72．1の超広型、71．0の超広型）。大腿骨左

〔591〕は遠位の骨幹約4／5であり、骨幹端には遠位骨端の遊離面を認める（中央周64mm）。

大腿骨左〔520〕は遠位の骨幹約1／2である（中央周32mm）。大腿骨左〔466〕はほぼ完全な

骨幹であり、遠近の両骨端および大・小転子は遊離している（中央周32mm）。大腿骨左〔425〕

は近位の骨幹約1／2である（中央周26mm）。

腰骨左：6個〔439、409、454、602、512、393〕が出土している。脛骨左〔439〕は全長で

あり、骨幹は太く、腫骨後面のヒラメ筋線は強い。下関節面の内側前方には半月状の対距骨関節

面が認められる（全長335mm、最小周86mm〕。脛骨〔409〕はほぼ全長であり、骨幹は細く、ヒ

ラメ筋線は弱い。近位骨端線の痕跡が認められる（最小周70mm）。脛骨左〔454〕は全長であり、

遠近の両端線の痕跡が認められる（全長285mm、最小周67mm）。これらの脛骨左〔439〕、同〔409〕、

同〔454〕の骨体上部は扁平でない（怪示数：67．0の中怪、67．2の中腹、74．5の厚脛）。脛骨左

〔602〕は遠位の骨幹約4／5であり、骨幹端には遠位骨端の遊離面を認める（最小周63mm）。

怪骨左〔512〕は骨幹の約1／2である（最小周46mm）。怪骨左〔393〕は完全な骨幹であり、

遠近の両骨端は遊離している（骨幹最大長74mm、最小周25mm）。

第8号横穴下層出土人骨のうち、散乱出土人骨として大腿骨左が7個ある。この散乱人骨群

の年令構成につい七、骨端・骨核の出現と癒着、不動連結部の癒着、歯の形成と萌出、嘆耗度

から、性別について推定年令に相当する骨の大きさ、形状、眉間・側頭骨乳様突起・外後頭隆

起の膨隆度、寛骨の大坐骨切痕の形態から、老年男性骨1個体、壮年または青年男女性骨各1

個体および性別不明な少年骨1個体、乳・幼児骨3個体の合計7個体分と推定する。

おわりに

富山県氷見市脇方横穴群のうち、第3号、第4号、第8号横穴出土人骨について、おもに個

体数を検討したので以下にまとめる。
・、

1）第3号横穴出土人骨は最少限1個体分確認されている：青年男性骨1個体。
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2）第4号横穴出土人骨は最少限8個体分確認されている：老年男性骨1個体、熟年女性骨1

個体、壮年男性骨1個体、壮年女性骨1個体および性別不明な青年骨1個体、少年骨1個体、

幼年骨2個体。

3）第3号、第4号横穴出土人骨は撹乱層中から一括出土している。

4）第8号横穴出土人骨は間層を挟んで上膚出土人骨（8A出土人骨）と、下層出土人骨（8

B出土人骨）とに分けられる。

5）第8号横穴上層出土人骨は最少限6個体分確認されている：第8A－I号人骨、青年男性

骨。第8A－II号人骨、壮年男性骨。第8A－III号人骨、性別不明な少年骨。第8A－Ⅳ号・

Ⅴ号・Ⅵ号人骨、性別不明な幼年骨3個体。

6）第8号横穴下層出土人骨は最少限9個体分確認されている：第8B－I号人骨、老年男性

骨。第8B－II号人骨、壮年男性骨。第8B一散乱人骨、老年男性骨1個体、壮年又は青年男

女性骨各1個体および性別不明な少年骨1個体、乳・幼児骨3個体。
1

7）第8号横穴上層出土人骨の頭蓋上面観は類楕円形（8A－I）または卵円形（8A－II、

8A－III）、頭蓋長幅示数は長頭型（8A－I）または中頭型（8A－II、8A－III）である。

コルマンの上顔面示数は上顔面短型1例（8A－II）である。小縫合骨は2例（8A－I、8

A－III）でみられる。

8）第8号横穴上層出土人骨の大腿骨上骨体断面示数は超広型（8A－I）または広型（8A

－II、8A－III）、腔示数は平怪（8A－I）または厚脛（8A－II、8A－III）である。

9）第8号横穴上層人男性の身長は大腿骨最大長より162．5cm（8A－I）、155・6cm（8A－

II）と推定される。

10）第8号横穴下層出土人骨の頭蓋上面観は卵円形（8B－I）または類五角形（8B－605）、

頭蓋長幅示数は中頭型（8B－I、8B－605）である。コルマンの上顔面示数は上顔面中型

（8B－II、8B－605）である。頭頂間骨は1例（8B－549）、小縫合骨は2例（8B－605、

8B－608）でみられる。

11）第8号横穴下層出土人骨の大腿骨上骨体断面示数は超広型（8B－I、8B－II、8B－

559、8B－482）または広型（8B．－548）、脛示数は中腹（8B－439、8B－409）または厚

腫（8B－I、8B－II、8B－454〕である。

12）第8号横穴下層人男性の身長は大腿骨最大長より158．4cm（8B－I）、155・2cm（8B－

II）である。
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第5章　ま　と　め

第l節　脇方横穴群発堀調査のまとめ

今回は、第3・4・8号の3基の横穴の調査をおこなった。

このうち第3・4号横穴は再調査であり、前回の調査後埋め戻されていた人骨を改めて採集

し、遺構の実測をおこなった。

この結果、第3号横穴では青年男性骨1個体分が確認できた。また玄室の構造は隅丸方形ド

ーム型であr上排水施設は確認されなかった。

第4号横穴では、老年男性骨1・熟年女性骨1・壮年男性骨1・壮年女性骨1・性別不明青

年骨1・少年骨1・幼年骨2個体の、最小限8個体分の人骨が確認できた。また玄室の構造は

方形アーチ型であり、玄室周囲に排水溝が作られていた。

一方第8号横穴の玄室の構造は、隅丸方形ドーム型であり、排水施設は確認されなかった。

また人骨は上下2層に分かれて合計15体確認できた。

上層の人骨は、青年男性骨1・壮年男性骨1・性別不明少年骨1・性別不明幼年骨3の計6

個体である。この人骨は同じ層から土師器・銅銭が出土しており、中世のものと考えられる。

その時期は14世紀前半頃であろう。これらの人骨は、幼年骨を除いて生理的体位をほぼ保って

いること、玄室内でも羨道に近い部分に集中することから、ほぼ同時期に投げ込むように埋葬

されたものと考える。土師器と銅銭はこのときに副葬されたものであろう。特に銅銭6－8は

頭骸骨の下から出土しており、死者の口中に含ませた可能性がある。

氷見市内では、近年中世墓の例が増加している。しかしそのほとんどは火葬例であり、土葬
注1

等火葬以外の例はほとんどない。昭和55年工事中に．発見された長坂ソウト遺跡は、市内中世土

葬墓の唯一明らかな例であるが、ここでは死者に珠洲婆をかぶせ、地下40－50cmに埋めたもの

であった。これに対して脇方第8号横穴では、死者の上に石をのせた可能性はあるものの、土

をかぶせた形跡はほとんどない。本例は土葬というよりも、風葬あるいは遺棄されたものと考

えたい。

下層の人骨は、老年男性骨2・壮年男性骨1・壮年又は青年男性骨1・壮年又は青年女性骨

1・性別不明少年骨1・乳幼児骨3の計9個体である。

出土状況を観察すると、玄室中央に老年男性が1体、玄室南側に壮年男性が1体、残りが玄

室北側に撹乱を受けた状態で出土している。また玄室中央の人骨がほぼ生理的体位を保ってい

るのに対し、南側の人骨はやや撹乱された状態である。この出土状況は、順次埋葬された遺体

をある時点で北側にかたづけ、次いで埋葬した壮年男性（8B－II）を南側に押し込み、最後

に老年男性（8B－I）を埋葬したという迫葬の様子を示していよう。

このように、迫葬の時点で玄室にあふれた人骨を押し込み、さらにかたづける例は、高岡市
注2

頭川城ケ平横穴群でも確認されている。したがって、脇方第8号横穴下層の人骨は、年代を示
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す遺物の出土がなかったものの、ほぼ床面直上か．ら出土したことと合わせて、古墳時代の横穴

築造から順次埋葬されたものであると考えたい。

また玄室西南の石22は、ほぼ四角く面取りされており、当初の閉塞石の一部と思われる。石

＿23も閉塞石か。玄室東南の石24は性格不明である。いずれも横穴と同じシルト質の石である。

第2節　脇方横穴群の推移

横穴群内の個々の横穴の立地・構造は、単に墓城・墓制の変遷を示すだけでなく、築造時に

おける被葬者集団の意識を反映しているため、その社全構造の変遷を解明する上で、重要な手
注3

がかりを示していると．いえよう。脇方横穴群について検討してみる。

詳細不明の第7号横穴を除いた7基の横穴を、その立地・構造をもとに分類してみた。

まず立地では、上位に位置する1・2・3・8号横穴と、下位に位置する4・5・6号横穴

の二群に分かれる。上位の横穴は標高約13．4－14．5mの地点に、ほぼ一列に築造されているの

に対し、下位の横穴は上位横穴北側に一段低い標高約13．0mの地点に第4号横穴が、そこから

北西約30mの標高約12．0mの地点に第5・6号横穴が並んで築造されている。下位の横穴がや

や離れて築造されているものの、上位の横穴が一列に並んでいる様は、横穴築造にあたって上

位と下位の区別が明確につけられていたためと考えたい。

次に構造では、まず立面形において、アーチ型の1・2・4・6号横穴と、ドーム型の4・・

5・6号横穴の二群に分かれる。また玄室床面積では、5．1～5．3mZと大型の1・4・8号横穴

と、3．8～4．4m2と小型の2・3・5・6号横穴の二群に分かれる。こうした構造の違いも、被

葬者集団の横穴築造時における意識の違いを反映しているといえよう。

ではこれらの分類の時間関係はどうであろうか。

まず出土遺物を検討してみる（第22図）。1は手づくね成形の中世土師器皿である。口径11．5

cm、器高2．4cmを測る。口縁外側に一段横ナデを施し、端部はつまみ上げる。2・3は須恵器杯

とその蓋である＿。2は口径9．6cm、器高3．2cmを測り、宝珠つまみをつけ、内面にかえりのある

蓋である。3は口径8．8cm、器高3．6cmを測る杯である。これらは最近の北陸の土器編年である
注4

田嶋編年にあてはめればII1期に相当し、7世紀第3四半期頃にあたる。4の平瓶は口径8・Ocm、

器高14．4cm、胴部最大径17．6cmを測る。口縁に段は無く、頸部は休部中心よりややずれた位置

に付き、把手は無い。肩部は丸く、底部はやや平らであり、カキ目調整を施す。また器体上面

に自然粕がかかる。これらの特徴から2・3の蓋杯とほぼ同じ時期のものとしてよいであろう。

2・3は大型の第4号横穴、4は小型の第6号横穴からの出土であり、これは大型の横穴と小

型の横穴が、ほぼ並行して使用されていたことを示している。

さらに横穴の現状から、羨道部及び一部玄室まで崩壊している横穴と、玄室・羨道の床面が

遺存している横穴の二群に分類できよう。これら二種の横穴が同一崖面に並んで所在するl状態

は、ある時点で何らかの理由により横穴群一帯が崩壊したことにより、既存の横穴が使用不可

能になったため、新たな横穴を築造したものと考えたい。ここで注目すべき点は、前者の崩壊
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第37図　脇方横穴群各横穴の構造（実測図は、註14文献から作製）
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横穴がいずれもアーチ型であるのに対して、後者がいずれもドーム型であることである。この

ことは、脇方横穴群では当初アーチ型の横穴のみが採用され、それらが崩壊後、新たな横穴の

築造にあたって今度はドーム型の横穴が採用されたことを示すといえよう。

また調査した3基の横穴についてのみではあるが、アーチ型の第4号横穴では工具痕が確認

できなかったのに対し、ドーム型の第3・8号横穴で同種の工具痕が確認できたことも、横穴
注5

築造工程最終段階における仕上げの仕方の違いとして注目できよう。

また、出土遺物を検討した第4・6号横穴はアーチ型であることから、遺跡一帯の崩壊は、

その須恵器の時期以後の、7世紀第3四半期末から第4四半期頃のことと推定する。

したがって、ドーム型横穴の採用は、7世紀第4四半期頃と考えられ、第8号横穴の人骨出

土状況・年令から、脇方横穴群における迫葬の終焉は7世紀一杯、遅くとも8世紀初頭頃まで

と推測したい。

一方第4号横穴の造営期間は、出土の人骨の蔵相から半世紀程度と考えておきたい。したが

って本横穴群の造営開始は、7世紀第1四半期境と仮定する。

以上、脇方横穴群は、7世紀第1四半期頃に造営が始まったであろう一。その被葬者集団には

上位下位の二つの系統があり、さらにそれぞれが大型・小型の二種類の横穴に埋葬された。こ

の秩序は横穴使用の間、厳格に守られた。また当初はアーチ型横穴のみが採用されたが、7世

紀第3四半期末から第4四半期頃の遺跡一帯崩壊後はこの規制が薄れ、逆にドーム型の横穴の

みが採用された。その後迫葬は遅くても8世紀初頭頃まで続き、横穴群は終焉を迎えた。

第3節　氷見地域の古墳時代から古代前半期の様相
注6

脇方横穴群の被葬者像を考察するために、氷見地域の該期の様相を大まかにとらえておきた

い。
注7

氷見地域では、近年丘陵地において古墳群の発見例が増えている。現在までに明らかなその

数は、24群131基にのぼる。この数は今後さらに増えるであろう。
注8

氷見地域はこれまで群集境よりも横穴群が盛行した地域として認識されてきた。しかし、近

年の古墳群の増加により、氷見地域の今までの認識は，改める時期にきていると思う。こうした

意味も含めて、ここでは氷見地域の古墳時代から古代前半期について、古墳・横穴・集落・生

産・信仰の五つの要素に分けて、各水系ごとにまとめてみた（第37図）‘。

永見地域で特に注目できるの．は、上庄川流域の地域であろう。この地域の集落の様相は不明

であるが、古墳の数では他の地域を抜きんでている。またその分布範囲も、海岸に近い丘陵か
注9

ら上庄川を約12kmさかのぼった久目・触坂地区まで、川流域の平野沿いの丘陵ほとんどに及ん

でいる。またその内容も、朝日潟山1号墳・中村天場山古墳の2基の前方後方墳が築かれてい

る一方、泉1号墳は径約46mを測り、円墳としては立山町の稚児塚古墳と並んで県内最大級の

大きさである。また6世紀前半の朝日長山古墳からは、県内では2例しかない円筒埴輪のほか、

武具・馬具・装身具等の優秀な遺物が出土している。そしてこうした背景をもとに、8世紀初
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氷見市内所在古墳（I）

遺 跡

番 号
名　　　　　 称 立　　 地 墳　 形 規 模 （m ）

高 さ

（m ）
備　　　　　　 考

8 字 波 古 墳 丘 陵 先 端 不 明 不 明 不 明 明 治 3 3年 、人 骨 1体 ・直 刀 2 ？ ・

須 恵 器 （提 瓶 1 ・施 1 ）出 土 。

2 1 指 崎 向 山 古 墳 群

1 丘 陵 円 墳 径 1 5 1 ．0

昭 和 2 4 年 、 直 刀 1 ・管 玉 9 ・須

恵 器 （施 1 ・婆 破 片 ）出 土 。礫 床 。

2 ／／ ／！ 径 8 0 ．5

3 ／／ ／／ 径 1 0 0 ．5

4 ／／ ／／ 径 9 0 ．5

5 ／／ ／／ 径 1 0 1 ．0

6 ／／ ／／ 径 1 0 1 ．0

7 ／／ ／／ 径 1 0 1 ．0

8 ／／ ／／ 径 8 0 ．5

9 ／／ ／／ 径 9 1 ．0

1 0 ／／・ ／／ 径 1 0 不 明

1 1 ／／ ／／ 径 1 0 不 明

1 2 ／／ ／／ 径 1 0 不 明

1 3 ／／ ／／ 径 1 5 2 ．0

3 7 中 村 天 ．場 山 古 墳 独 立 丘 陵 前方後方墳 全 長 3 3 ．5 2 ．0

4 2 泉 古 墳 群

1 丘 陵 尾 根 円 墳 径 4 6 5 ．0 二 段 築 成 か 。

方 墳 の 可 能 性 あ 年 。

通 称 猫 塚 。

2 ／／ ／／ 径 3 0 2 ．0

3 ／／ ／／ 径 1 1 2 ．0

4 ／／ 方 墳 1 5 ．5 × ？ 1 ．0

5 ／1 ／／ 1 1 × ？ 1 ．3

6 ／／ ／／ 7 × 8 ．5 不 明

7 丘 陵 ／／ 1 0 × ？ 不 明

8 ／／ 円 墳 ？ 不 明 不 明 ほ ぼ 消 滅 。

9

1 0

／／

／／

方 墳

不 明

11．5× 12 ．5

不 明

2 ．0

不 明

通 称 鶏 塚 。大 正 年 間 、切 子 玉 1 ・

管 玉 2 ・小 玉 5 出 土 。

一 部 消 滅 。

須 恵 器 破 片 表 採 。

1 1 ／／ 不 明 不 明 不 明

1 2 丘 陵 尾 根 円 墳 径 1 2 ．5 1 ．0

1 3 ／／ ／／ 径 1 2 1 ．0

1 4 ／／ ／／ 径 9 ．5 1 ．0

1 5 ／／ ／／ 径 1 1 1 ．0 須 恵 器 破 片 表 採 。

1 6 丘 陵 裾 不 明 不 明 不 明
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氷見市内所在古墳（2）

遺 跡

番 号
名　　　　　 称 立　　 地 墳　 形 規 模 （m ）

高 さ

（m ）
備　　　　　　 考

17

1 8

丘 陵 裾

〝

円 墳

〝

径 15

不 明

1 ．5

不 明

通 称 鶴 塚 。大 正 11 年 、人 骨 1 ・

勾 玉 数 個 ・小 玉 3 0 ・直 刀 2 ・

土 器 3 出 土 。

19 丘 陵 尾 根 ／／ 不 明 不 明

2 0 ／／ ／／ 不 明 不 明

4 5 小 久 米 A 古 墳 群

1 丘 陵 不 明 不 明 不 明 大 正 4 年 頃 、 直 刀 1 出 土 。

2 ！／ 円 墳 か 不 明 不 明

5 5 朝 日長 山 古 墳 丘 陵 尾 根 前 方 後

円 墳 か

全 長 30 ？ 3 ．0 消 滅 。昭 和 27 ・4 7 年 発 掘 調 査 。

直 刀 5 ・短 剣 1 ・鉄 鉾 1 ・鉄 鉄 約

50 ・胡 禄 金 草 ・冠 帽 片 ・杏 葉 2 ・

革妥 1 ・管 玉 2 ・丸 玉 6 ・須 恵 器 （杯

蓋 5 ・杯 7 ・台 付 壷 ・高 杯 ・地 ・

器 台 ・壷 蓋 ・短 頸 壷 各 1 ）・土 師

器 （壷 2 ・怨 5 ・黒 色 杯 6 ）・円

筒 埴 輪 が 出 土 。 竪 穴 系 横 口 式

石 室 か 。 石 室 内 赤 彩 ・礫 床 。

7 3 惣 領 古 墳 独 立 丘 陵 円 墳 か 30 × 1 5 5 ．0 大 正 末 年 遺 物 出 土 、 昭 和 3 8年

発 掘 調 査 。直 刀 1 ・刀 子 3 ・鉄 鉄 ・

管 玉 1 ・小 玉 2 ・須 恵 器 （提 瓶

1 ・高 杯 1 ） が 出 土 。 礫 床 。

90 中 村 粟 屋 古 墳 群

1 丘 陵 円 墳 径 27 － 3 3 3 ．0

昭 和 4 1年 」 6 号 墳 の 下 の 斜 面

で 子 持 勾 玉 採 集 （谷 屋 B 遺 跡 ）。

2 ／／ ／／ 径 10 0 ．5

3 ！／ ／／ 径 10 0 ．5

4 ／／ ／／ 径 10 0 ．5

5 ／／ ／／ 径 10 0 ．5

6 ／／ ！／ 径 10 0 ．5

9 8 堀 田 ナ ン マ イ ダ

松 古 墳

丘 陵 円 墳 径 21 3 ．2 三 段 築 成 。中世 墓 の 可 能 性 あ り。

11 2 熊 野 神 社 古 墳 群

1 丘 陵 尾 根 円 墳 不 明 不 明

中 世 墓 の 可 能 性 あ り。2 ／／ ／／ 不 明 不 明
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氷見市内所在古墳（3）

遺 跡

番 号
名　　　　　 称 立　　 地 墳　 形 規 模 （m ）

高 さ

（m ）
備　　　　　　 考

1 3 4 朝 日 潟 山 古 墳 群

1 丘 陵 尾 根 再拝 後方墳 全 長 3 6 2 ．0

2 ／！ 方 墳 9 ．0 × 9 ．0 1 ．0

・1 3 5 脇 方 十 三 塚 古 墳

群　　　　　 1 丘 陵 円 墳 径 1 5 2 ．5

2 ／／ ／／ 径 1 2 1 ．0

3 ／／ ／／ 径 3 0 ．5 ‘

1 4 3 光 西 寺 山 古 墳 群

1 丘 陵 ・円 墳 ・径 1 4 2 ．0

上 部 削 平 。

前 方 後 円 墳 か （全 長 3 7 m ）。

一 部 消 滅 。

2 ／／ ／／ 径 7 0 ．5

3 ノ／ ／／ 径 7 ．8 1 ．0

4 ／／ ／／ 径 1 4 ．5 2 ．0

5 ／／ ／／ 径 1 7 ．5 不 明

6 ／！ ／／ 径 1 1 ～ 1 4 1 ．0

7 ／／ ／／ 径 1 7 ～ 2 0 3 ．0

8 ！／ ／／ 径 1 0 1 ．5

9 ／／ ／／ 径 9 2 ．0

1 0 ／／ ／／ 径 1 0 1 ．5

1 1 ／／ ／／ 径 1 2 2 ．0

1 4 9 堂 谷 山 古 墳 丘 陵 円 墳 径 3 0 3 ．0

1 5 0 加 納 蛭 子 山 古 墳

群　　　　　 1 ‘丘 陵 尾 根 円 墳 径 3 0 4 ．0

前 方 後 円 墳 か （全 長 2 0 m ）。

2 ／！ ／／ 径 1 0 1 ．0

3 ／／ ／／ 径 3 0 3 ．5

4 ／！ ／／ 径 1 0 1 ．0

5 ／！ ／／ 径 1 0 1 ．0 前 方 後 円 墳 か （全 長 2 0 m ）。

1 6 4 連 用 神 社 古 墳 群

1 丘 陵 尾 根 円 墳 径 2 4 3 ．0

2 ／／ ／！ 径 8 0 ．．6

3 ／！ ／／ 径 1 3 1 ．3

4 ／！ ！／ 径 1 0 1 ．0

5 ！／ 方 墳 1 1 × 1 1 2 ．0

6 ／／ ！／ 1 6 × 1 1 1 ．5

7 ／！ ／／ 1 2 × 1 1 2 ．0

8 ／／ ／／ 1 4 × 1 1 1 ．5
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氷見市内所在古墳（4）

遺 跡

番 号
名　　　　 称 立　　 地 墳　 形 規 模 （m ）

高 さ

（‾m ）
備　　　　　　 考

1 6 5 早 借 古 墳 群

1 丘 陵 尾 根 方 墳 8 × 7 0 ．5

一 部 削 平 。‘

一 部 消 滅 。

2 ／／ ／／ 1 1 ズ 1 2 1 ．0

3 ／／ ／／ 1 1 × 1 2 1 ‘．2

4 ／／ ／／ 6 × 6 0 ．5

5 ／／ ／／ 1 0 × 5 ．5 1 ．2

6 ／／ ／／ 6 × 6 0 ．7

7 ／／ ／／ 8 ．5 × 1 1 1 ．0

8 ！／ ／／ 6 × ？ 0 ．6

9 ／／ 円 墳 径 1 7 2 ．0

1 0 ！／ ！！ 径 1 0 1 ．4

1 1 ！／ ／／ 径 1 1 ．5 1 ．4

1 7 1 堀 田 ニ キ 塚 山 古 ．

．墳 翠　　　 1 丘 陵 方 墳 か 不 明 不 明 消 滅 。

2 ／／ 方 墳 2 0 × 2 0 不 明 消 滅 。

3 ／／ 円 墳 径 2 2 5 ．0 二 段 築 成 か 。

4 ／／ ／／ 径 8 0 ．5 一 部 消 滅 。

1 7 2 新 保 円 山 串 墳 群

1

1
2

丘 陵 先 端

丘 陵

方 墳

円 墳

2 1 × 1 6

径 6 ．5

2 ．0

0 ．8

墳 丘 南 側 約 ％ を 東 西 方 向 の 道

で 分 断 。 若 干 の 盛 土 が み ら れ

る 。 土 師 器 片 採 集 。

丘 尾 切 断 。3 ／／ ／／ 径 2 2 ～ 23・．5 3 ．0

4 丘 陵 尾 根 ／！ 径 1 6 3 ．0 ％ 消 滅 。

5 ／！ 方 墳 1 1 × ？ 1 ．2 一 部 消 滅 。

6 ／／ ／／ 6 × ？ 0 ．8 一 部 消 滅 。

7 ／／ 段 状 墓 1 1 × 1 2 2 ．0

8 ／／ ／／ 9 ．5 × 1 5 2 ．0

9 ／／ 方 墳 1 2 × 1 6 2 ．0

1 0 ／／ ／／ 6 × 1 2 1 ．．0

1 1 ／／ ／／ 1 8 ．5 × 2 0 2 ．0

1 2 丘 陵 裾 円 墳 径 1 8 ～ 1 9 2 ．0

1 3 ／／ ／／ 径 1 0 0 ．8

1 7 3 小 久 米 B 古 墳 群

1 丘 陵 円 墳 径 1 4 2 ．0

2 ／／ ／／ 径 5 0 ．6

3 ，／／ ／／ 径 7 ～ 8 1 ．0
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氷見市内所在古墳（5）

遺 跡

・番 号

名　　　　　 称 立　　 地 墳　 形 規 模 （m ）
高 さ

（m ）
備　　　　　　 考

4 丘 陵 円 墳 径 7 ～ 8 1 ．0

5 ／／ ／／ 径 12 1 ．5

6 ／／ ／／ 径 6 1 ．0

7 ／／ ／／ 径 6 ・ 1 ．0

8 ／／ ／／ 径 6 1 ．0

9 丘 陵 尾 根 円 墳 か 不 明 不 明

17 4 田 江 古 墳 群

1 丘 陵 尾 根 円 墳 径 7 1 ．5 一 部 削 平 。

2 ／／ ／／ 径 5 0 ．5

3 ／／ ／／ 径 8 1 ．0

4 ／／ ／／ 径 5 0 ．6

5 ／／ ／／ 径 6 0 ．6

1 7 5 日名 田 古 墳 群

1 丘 陵 尾 根 円 墳 径 20 2 ．5 前 方 後 円 墳 か （全 長 4 4 m ）。

2 ／／ ／／ 径 10 0 ．8

3 ／／ ！／ 径 1 1 ～ 13 2 ．0

1 8 0 久 目 梨 谷 古 墳 群

1 丘 陵 円 墳 径 10 2 ．0

／2 ／／ ／／ 径 8 0 ．5

3 ／／ ／／ 径 11 ．5 1 ．0

4 ／／ 方 墳 11．5×10 ．0 1 ．5

5 ／／ 円 墳 径 8 1 ．0

6 ／／ ／／ 径 7 0 ．5

7 ／／ ／／ 径 15 3 ．0

2 1 6 柿 谷 土 谷 山 古 墳

群　　　　　 1 丘 陵 ・円 墳 径 2 0 不 明 消 滅 。通 称 丸 山 古 墳 。明 治 4 0年 、

直 刀 2 ・鉄 鉄 数 十 ・土 器 片 多 数

出 土 。 周 辺 に は こ の 他 に も数

基 の 古 墳 が あ っ た ら し い 。
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注10

頭には小窪廃寺とその瓦の一部を生産した小窪瓦窯が築かれた。

次に十三谷地域は、縄文海進以後潟湖が形成されたことで有名であるが、遺跡の分布等から
注11

古墳時代後期には布施の丸山周辺まで陸地化していたと考えられ、南部の惣領・神代・堀田周

辺に古墳群が分布している。また6世紀前葉には朝日長山古墳出土須恵器よりやや先行する時
注12

期の園カンデ窯が操業され、上庄川流域の地域との関連がうかがえる。

上庄川・十三谷の両地域は比較的平野が多く、氷見南部地域の集団は農耕を基盤として、古

墳時代を通して安定した勢力を保っていたといえよう。またこの地域には住居址を確認した小
注13　　　　　　　注14

久米A遺跡や、矢ノ万一丁目遺跡等が所在することから、これらの集団の系譜は弥生時代後期

にまで遡る可能性がある。
注15

西条地区では、古墳時代前期末から後期にかけて連綿と造営された桜谷古墳群が所在する。
注16

この地域は古墳時代には平野が少なく、海人集団の墓地ではないかとする説がある。しかし集

落とともにこの地域の詳細はいまのところ不明である。

このような氷見南部地域に対して、北部地域は様相を異にするようである。

氷見北部の灘浦・八代谷・余川谷の各地域では、古墳はあまり確認されず、様相の判明．して

いる古墳も、6世紀代のものである。特に余川川流域の地域は、6世紀の遺物が若干確認され
注17

るものの本格的な開発は古代に入ってからである。

残りの灘浦・八代谷地域では6世紀に入って活動が目立ってくる。特に注目できることは生
注18

産関連の遺物である。九殿浜遺跡では製塩活動が推定され、薮田薬師横穴群からは鉄棒が出土
注19

している。

この地域は平野が少なく、農耕だけでは南部地域に遅れをとっていたと思われる。こうした

集団が古墳時代後期に力をつけた理由として、塩や鉄の生産に携わった可能性があることは重
1

要なことであろう。

そしてその原因として、例えば製塩についていえば、遺跡の分布により、能登地域からの影
註20

響が想定できるように、外来の勢力からの影響が考えられる。この間題は、須恵器の産地推定

等を含めて、検討していきたい。

脇方横穴群前方の平野西南端に字波古墳が所在する。宇波古墳は神社改築工事中の明治33年
注21

に、本殿下から石室が現れ、人骨1体・須恵器地・須恵器提瓶・鉄刀が出土した。墳形は不明

であるが、現状からは丘陵末端の尾根上に、地形を利用して築造された古墳と考える。

出土遺物のうち、須恵器施は口径13．3cm、器高16．8cm、休部最大径9．4cm、孔径1．3－1・4cm

を測る。胎土は極細の自砂粒を多く含み、若干の石英が混ざる。焼成はやや甘く、色調は暗青

灰色を呈す。体部下半を除いて回転ナデを施し、体部下半は不定方向のへラケズリとナデを施

す。頸部の接合は乱雑であり、底部内面には指頭圧痕が残る。口縁端部で面をとr上　口縁部下

の段は甘い。沈線も全て甘い。装飾は頸部上半に七条の櫛目波状文を乱雑に施し、休部中央に

櫛目押庄文を施す。須恵器提瓶は口径8．6cm、器高19．0cmを測り、胎土は自砂粒を多く含む。
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焼成は普通であり、色調は灰色である。休部はカキ目調整を施し、その他は回転ナデである。

ロ頸部は外反し、把手はカギ状である。休部一部に灰色の自然粕が付着する。両者とも在地産

を思わせる製品であり、その特徴から6世紀中葉～複葉のものであろう。

このことから字波古墳被葬者の埋葬後1～2世代で、脇方横穴群の造営が始まったと考えら

れる。それでは脇方横穴群の被葬者は、字波古墳被葬者とつながるのであろうか。

最近確認した古墳群に、脇方十三塚古墳群がある。この古墳群は脇方横穴群の所在する丘陵
注22

上に立地しており、現在円墳3基が確認できる。付近の地形や「十三塚」という地名からして、

この他にも数基の古墳が所在した可能性がある。いまのところ遺物の採集はなく、古墳群の年

代は特定できない。したがって脇方十三塚古墳群の年代等の評価によって、同じ丘陵に立地す

る脇方横穴群の被葬者の評価も異なってくることになる。この間題は今後の課題である。また、

氷見北部地域の重要な生活基盤のひとつとして想定できる、漁拷活動の解明も、重要な課題で

あろう。いずれにせよ脇方横穴群は、塩生産等を取り入れることにより徐々に勢力をつけた灘

浦地域の集団の、有力家族の墓地といえよう。

古墳時代の氷見地域の集団が取り入れた須恵器・塩生産の技術は、そのまま古代へは引き継

がれなかった。射水郡内の須恵器生産は、すでに7世紀初頭には下条川左岸丘陵で集中的に開
注23

始され、7世紀中葉にはそこで生産された瓦が、小矢部川下流左岸の伏木台地に所在する御亭
注24

角廃寺に供給されるに至る。射水郡では二上山の西北を占める氷見地域よりも、東南側の地域

がクローズアップされるのである。この動きは志雄越えに越中に至るルートよりも、倶利伽羅

越えに越中に至るルートの重視、すなわち五畿七道の整備につながるものであろう。氷見地域

の古代の様相は大方がまだ不明であるが、北陸道の主ルートからはずれてしまった古墳時代以

来の氷見地域の集団が、律令国家への転換という状況のもとで、どのような対応をしていった

第39回　宇波古墳出土遺物実測図（I／3）
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注25　　　　　　　　　　　　　　注26

のか興味深いところである。脇方横穴群や加納横穴群が8世紀初頭近くまで、薮田薬師横穴群

‾　が8世紀前半まで造営されていたことは、伏木地域に対して氷見地域の古代への移行が、複雑

な様相のもとに成されたことを物語っていよう。

しかし氷見地域が北陸道からはずれたことは、少なくとも、6世紀前葉に須恵器窯の造営さ

れた十三谷に美しい自然を残すことになり、それゆえに8世紀中葉に越中固守として赴任した

大伴家持がたびたび遊覧し、その風景を歌に遺すことになったのではないだろうか。

北陸道の問題は、今日の氷見市にも通じる問題である。
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でいう「十三塚」は、方形を呈し規模も10m以下のものが多い。したがって脇方例は一応古

墳群と考えておきたい。

神奈川大学日本常民文化研究所1984　『十三塚』一現況調査編一　平凡社

神奈川大学日本常民文化研究魂1985『十三塚』一実測調査・考察福一　平凡社

23　池野正男1988　「越中における須恵器生産の概要」註4文献所収。

24　富山県数育委員会1983　『富山県小杉町・大門町小杉流通業務団地内遺跡群第5次発掘

調査概要』

25　岡本恭一1984　「加納横穴墓群」『氷見市立博物館年報』第2号

26　註19文献。

おわりに
（

現在知り得るわずかな資料によって、氷見地域の古墳時代の様相を考えてみた。今後の資料

の蓄積とともに、修正を加えていきたい。

また脇方横穴群と、周辺部及び北陸の横穴との比較検討もできなかった。これも機を改めて

おこないたい。

また調査そのものにつ‘いても、木製の足場を組んだため、機械をうまく設置できなかったこ

とや、調査と工事が並行しておこなわれ、騒音と振動に悩まされたことなど、反省点が多い。

これらのことは今後の調査の参考にしていきたい。
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第8号横穴調査風景

第8号横穴下層の人骨

出土状況（西から）



第8号横穴出土銅銭（番号は第2表に対応）

l

景祐元宝

3

聖宋元宝

5

照寧元宝

7

大観通宝

2

嘉祐通宝

4

元皇通宝

6

元豊通宝

8

□宋□宝

図
版
3

出
土

遺
物

土
器

鋼
銭



図
版
4

出
土
遺
物

人
骨

（1）

第3号横穴　頭蓋上面観

第3号横穴　体肢骨前面観

（左から上腕骨右、大腿骨右、腰骨左）



第4号横穴　隆骨左前面観（左から順に①一④）

第4号横穴　大腿骨左前面観

（左から順に①－⑤）
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8A－ⅡI頭蓋上面観

8A－II頭蓋側面観



8A－II頭蓋前面観
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8A－III頭蓋前面観

8A－II下顎骨左側面観

8A－I下顎骨左側面観
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8A－II上肢骨右前面観

8A－II下肢骨右前面観

8A－ⅢI上肢骨左右前面観



8A一m骨盤前面観
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8A－I－Ⅴ脛骨左前面観

8B－II頭蓋上面観

8B－I頭蓋上面観



8B－II頭蓋右側面観

8B　頭蓋〔549〕

左側面観
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8B頭蓋〔6IO〕前面観



8B－I下顎骨左側面観

8B－II下顎骨左側面観
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8B下顎骨〔437〕左側面観

8B下顎骨〔575〕左側面観

8B下顎骨〔596〕右側面観

8B下顎骨〔引5〕左側面観
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8B－II上肢骨右前面観

8B－II下肢骨右前面観



8B散乱上腕骨左前面観

〔款濃こ4－2、4。。、527〕
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8B腫骨左側面観

（左から順にI〔359〕、II〔323〕）

8日散乱大腿骨左後面観

（左から順に〔59I、520、466、425〕）

8B散乱月圭骨後面観

（左から順に〔439、409、454、602、512、393〕）
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1 富山県氷見市朝日長山古墳調査報告書 1973年 3 月

2 富山県氷見市九殿製塩遺跡調査報告書 1975年 3 月

3 富山県氷見市堀田大久前遺跡調査概報 1980年 3 月
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7 富山県氷見市中久米A 遺跡発掘調査報告書 1985年 3 月
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